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〃

水温,塩分，プラ:/クト:／

〃

水温,塩分

〃

水温,塩分,プランクト:／

◎内山勇・土井捷三郎・林清志

【目的】

沿岸定線観測とスルメイカ漁場一斉調査を行い，日本海および富山湾の海況と漁況の関連を研

究するとともに，漁況・海況情報を正確かつ迅速に公表することにより，漁業経営の安定に資す

る。また日本海における漁況・海況情報事業に対して情報を提供する。

[方法】

水産庁の定める「漁況海況予報事業実施指針｣および｢昭和６２年度日本海における漁海況情報

事業実施要領」（漁業情報サービスセンター）によって実施した。

【実施結果】

（１）沿岸定線観測

以下のとおり実施した。

(2)スルメイカ漁場一斉調査

以下のとおり実施した。
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Ｉ 漁況海況予報事業

土井捷三郎
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【調査結果のとりまとめ】

調査結果資料は日本海区水産研究所へ送付し，日本海区水産研究所が結果をとりまとめた。概

要は次のとおりである。６月期には,す－３線の５点で釣護調査を実施し,合計5,280尾の漁獲が

あり，９月期には，す－２線の６点で釣痩調査を実施し，合計1,737尾の漁獲があった。なお，

海洋観測結果の内，水温値は別表のとおりである。

[調査結果登載印刷物等】

昭和62年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料－１，１９８７年６月，日本海区水

産研究所．

昭和62年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料一Ⅱ，1987年10月，日本海区水

産研究所．
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配布先

◎内山勇・土井捷三郎・林清志

【目的】

１．県内各地の漁護量を調査し，また沿岸定線観測を実施し，「漁況旬報」及び「富山湾漁海況

概報」として公表し，関係各機関及び関係漁業者に漁海況情報を提供する。

２．パソコンを用い，漁海況情報の整理・累積を行い，あわせて解析手法の研究を行う。

【方法】

１．漁況収集及び情報提供

県内の主要な９漁業根拠地（氷見・新湊・四方・岩瀬・水橋・滑川・魚津・経田・黒部）に

調査員（別表）を配置し，各地の漁業種類別漁獲量を毎日電話で聞き取り，旬１回の「漁況旬

報」，月１回の「富山湾漁海況概報」として関係各機関に配布した。

２．電算機利用

パソコンを用い，漁海況情報の処理・累積・解析手法の開発を行った。

【実施結果】

１．漁況収集および情報提供

前記の主要漁業根拠地から毎日電話で漁業種類別・魚種別の漁獲量を聞き取った。県下各漁

協を通じて収集した昭和62年の総漁痩量は17,525.3トンであり，漁業種類別では,定圃網漁

業が12,949.7トン，漁船漁業が3,190.3トン，八そう張り網漁業が1,385.3トンであった。

毎旬の集計結果を「漁況旬報」として発行するとともに，毎月「富山湾漁海況概報」を発行

し，関係各機関に配布した。発行状況および配布先は下記のとおりである。

（発行状況）漁況旬報・…･…・昭和62年４月上旬から昭和63年３月下旬までの36回

富山湾漁海況概報………昭和62年４月から昭和63年３月までの12回

（配布先）

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

報道関係等

合計

旬報概報

４

IＩ沿岸漁況観測事業

２
２
４
５
３

１
５
１
１
９

８
１
５
５
９

５
２
１
９

2．沿岸定線観測

昭和62年６月１日～２日，７月１日～２日，８月３日～４日，９月２日～３日，１１月３０日～



12月1日 2月1日-2日の 6回延べ12日間沿岸定線(ニー 7線)の海洋観測を実施した。

観測結果の概要は漁況海況予報事業の項の別表に掲載した。

3. 電算機利用

パソコンを用い，漁海況情報処理・資源解析等を行った。

【調査結果登載印制物等】

【別

漁況旬報………昭和62年4月上旬~昭和 63年3月下旬(計 36報)，富山県水産試験場

富山湾漁海況概報...・H ・..昭和62年4月~昭和 63年3月{計12報)，富山県水産試験場

表】

漁況報告依頼機関及び調査員

機 関 調 査 員

氷見販売漁業協同組合連合会 大西史郎・穴倉明子

新湊漁業協同組合 尾山栄吉

四方漁業協同組合 広瀬昭男・松浦宗之

岩瀬漁業協同組合 宮本原一郎

水橋町漁業協同組合 寺松光雄

滑川漁業協同組合 三谷むつ子

魚津漁業協同組合 島崎 博

経団漁業協同組合 後藤義昭

黒部漁業協同組合 田中 満
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Ⅲ沖合漁場開発調査

1．サクラマス漁場調査

土井捷三郎

【目的】

富山湾に来遊するサクラマスの分布移動状況及び資源動向を明らかにするとともに，関係機関

が共同で実施する資源調査（日本海ます漁場一斉調査）と連携して県内関係漁船への漁況情報を

提供する。

【方法】

調査船立山丸（１５６トン）で，流し網の操業を行い，サクラマスの漁獲状況を日本海区水産研

究所へ通報する。

調査にあたっては，水産庁の定める「日本海ます調査要綱」に基づき，海洋観測等を併せて行

った。

【結果の概要】

今年度及び過去の操業の結果を表－１に示した。今年度は昭和63年３月９日から１４日までの間，

富山湾内で延べ６回操業し，サクラマス70尾を漁獲した。操業１回１反当たり漁獲尾数は昨年の

約２倍であったが一昨年の半分以下であった。

表－１サクラマス漁場調査の結果一覧表

３６５

８７

７０

反当たり尾数使用反数漁獲尾数操業回数操業期間

６

0．５６

０．１４

０．２３

０
０
０

５
５
５

６１．３．８～３．２５

６２．３．１６～３．２４

６３．３．９～３．１４

1３

１１

６

【調査結果登載印刷物】

昭和62年度日本海ます調査記録昭和63年９月日本海区水産研究所

漁護の状況は操業の都度，日本海区水産研究所へ報告した。

操業の結果は日本海区水産研究所から関係者に情報として提供された。また，日本海区水産研

究所が日本海全体について最終とりまとめを行い総括報告した。

●やI



使用船舶調査点釣獲尾数備考

内山勇

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣漁業に対して，適確な漁海況情報を提供し，

漁業経営の安定と向上に寄与する。

[方法】

日本海スルメイカの漁期前（４月），初漁期（５月），盛漁期（７，８月）及び漁況海況予報調

査事業によるスルメイカ一斉調査（６，９月）で釣獲試験及び水温，塩分観測を実施し，得られた

調査結果の情報を富山県のスルメイカ船団及び関係機関に提供した。

[調査結果の概要】

１．調査実施概要

調査の実施概要は表－１のとおりであった。

表－１スルメイカ調査実施概要

973尾

７，１８６

５，６５０

９１８

１１，５０５

１，８４８

点８
３
３
０
４
９

１
１
２
１
１
２

調査年月日 調査項目

７

2．日本海スルメイカ漁場調査

一斉調査と同時実施

1）漁期前調査結果

ア．調査期間

昭和６２年４月１３日～２４日

イ．調査海域

能登半島から東経131度までの範囲で，北緯37度以南の海域

ウ．調査点

海洋観測１８点，うち８点で釣獲試験操業

エ．調査結果

ア）海況

表面水温水平分布図を図－１に示した。調査海域内は,広く１３℃以上の水温が広がり，

隠岐島以西は14℃以上，浜田沖には15℃台の水温がゑられた。これらは昨年同期に比

水温，塩分，釣獲試験立山丸

〃 〃

〃 〃

ノザ 〃

〃 〃

〃 〃

６２．４．１３～２４

５．６～１３

６．４～１０

７．４～１０

８．１８～２６

９．４～１１

一斉調査と同時実施

共同運航による一斉鯛査



ベて 1-2
0

C高く，対馬暖流の勢力は昨年より強いものと思われる。

イ〉漁況

試験操業の結果を表ー 2及び図-2に示した。釣り機1台1時間当りの漁獲尾数は，

0-6.41尾で，東経132度以西の海域で比較的多く釣れた以外は，まとまった群の存在

を示すような結果は得られず，東経132度以東の調査海域内の久ルメイカ群の分布密度は，

昨年同様薄いものと思われる。

魚体は外套背長で10-22cmの範囲にあったが， 東経132度以西の海域ではそードが

16 -17. 5cmの封殺的大型のものが， 132度以東では13-14.5cmの小型のものが出現して

いた。このサイズは昨年と似ており，近年ではやや小型の範障に入るものであった。

ウ)業者船の状況

調査中にイカ釣り鉛を視認したのは，浜田沿岸で小型船がみられたのみであった。

エ)スルメイカの来潜伏況

今回漁獲された大型の群は夏生まれ群で 小型の群は冬ないし:秩生まれ群であると考

えられる。夏生まれ群はまもなく成熟産卵するので接岸する傾向を示すが，大きな回遊

移動はしないと考えられる。一方，秋生まれ群はこれから夏にかけて北へ向けて移動し，

主な漁盛対象群となるが，今回の調査ではまとまった群は発見されず，その分布は明ら

図-1 表面水温水平分布図(昭和62年4月13日-24日〉

- 8 ー



130. 

かではなかった。秋生まれ群の密度が薄かった原因としては，水温は低くなかったので，

低水温のために北上が遅れているとは考えられず，資源量そのものが少ないことも予想

され，憂慮される。

2)初漁期調査結果

7.調査期間

昭和62年5月6日-13日

イ.調査海域

能登半島から東経 134度，北緯37度30分以南の海域

ウ.調査点

海洋観測 13点， うち 7点で釣獲試験操業

エ.調査結果

ア)海況

表面水温の水平分布を図-3に示した。調査海域内は， 14
0C以上の水温が広く分布し，

隠岐島から若狭湾にかけての沿岸では15
0C以上の海域がみられた。水温は前回調査時

( 4月13日-24日)に比べて 1-2"C高く，昨年同期と同程度であったが 50m層では

昨年同期に比べて 2-3
0

C高く，対馬暖流の勢力は昨年より強いものと思われた。

132. 134- 136- 138-

図-2 航跡および釣獲調査点における釣機1台1時間当り漁獲量

- 9 -
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表－２釣獲調査結果

Ｓｔ．1２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７】８
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表－３釣獲調査結果

1０１１１２－１３Ｓｔ． ９７１ ３ ５２ ４ ６

Ｗ－１３
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－１２－

図－３航跡，釣機１台１時間当り漁獲尾数（白丸の傍らの数字）及び表面
水温は日水研発行（５月１２日付け）の海況特報も参考にした

イ）漁況

試験操業の結果を表－３及び図－３に示した。釣り機1台1時間当りの漁獲尾数は０．３

～26.6尾で，東経135度，北緯37度付近の海域で比較的多く漁獲された。これは昨年同

期をかなり上回る値であり，調査海域内のスルメイカ群の分布密度は，昨年同期を上回

るものと思われる。

魚体は，外套背長が11～22”の範囲で，モードは17.5～18.5“であった。これは昨

年同期より２”程度大きく，この時期としては平均的な大きさである。

ウ）業者船の状況

調査中には，イカ釣り船が多数目撃されたが，レーダーによる観察では，但馬沿岸，

若狭湾周辺，能登半島北・西岸に多数の船影が認められた。

エ）スルメイカの来遊状況

今回の漁獲主群は，魚体や分布域からゑて秋生まれ群であると考えられる。前回４月

の調査では秋生まれ群が見当たらず，来遊水準の低いことが憂慮されたが，今回の結果

では，秋生まれ群の漁痩が昨年同期より多いことになり，今後の動向を注目したい。

オ）標識放流

今回の調査では，成長や回遊経路などを調べるために標識放流を実施し，その概要は

表－４に示した。
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月日

５月８日

５月１１日

表－４スルメイカ標識放流概要

位 置

３６－４３．１Ｎ１３４－１９．８Ｅ

３７－１４．５Ｎ１３５－０１．０Ｅ

記号

ＴＹ－１

ＴＹ－１

ＴＹ－２

０－２４４

２４５－９９９

０－２４４

尾数

２４５

１，０００

3）

ア．

）８月期調査結果

ア．調査期間

昭和６２年８月１８日～２６日

イ．調査海域

東経133度30分～136度，北緯39度～４０度の範囲で日本の200カイリの海域

ウ．調査点

海洋観測１４点，うち７点で釣獲試験操業

エ．調査結果

ア）海況

表面水温の水平分布を図－４に示した。調査海域内の表面水温は，２１～24℃台で,南

側で高く北側で低かった。また，507mでは，６～14℃台で，東経135度以東に沖からの

冷水の南下が，３４度線に沿って暖水の北上がふられた。

イ）漁況

試験操業の結果を表－５及び図－５に示した。釣り機１台１時間当りの漁獲尾数はＯ

～49.6尾であったが，特に東経134度，北緯39度30分で49.6尾，東緯134度28分,北

緯39度で42.7尾と極めて高い値が得られた。東経133度30分,北緯39度15分では漁

獲がなかったが，これらは流れが早く，漁具の正常な運用が困難であったためで，ここ

以外は５尾以上の値を示し，調査海域内では，スルメイカは広く，かつ部分的には高密

度に分布していたと考えられる。魚体は，外套背長が17～31”の範囲で，モードは２０

～22cm１，２５”及び27～28CnIに承られた。

ウ）業者船の状況

調査中には，イカ釣り船が多数目撃されたが，最も多く分布していたと思われるのは，

東経134～135度の範囲で，北緯37度20分の線を中心にした海域であった。

エ）スルメイカの来遊状況

今回漁獲されたものは，大型(Ｍ・Ｌ２５”以上）の秋生まれ群と小型（ＭＬ２５”以

下）の冬生まれ群で構成されていたと考えられる。地点毎のモードの出現状況からゑて，

秋生まれ群は調査海域内では北の方に，冬生まれ群は南の方に多く承られる傾向があっ
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８月２０日

８月２２日

８月２３日

８月２４日

表－６スルメイカ標識放流概要
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０
２
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－
一
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０
９
９
９

４
３
３
３

尾数月日 位 置 記号

1，２００

３００００

５９４

２，９６４

青アンカー型

〃

ノァ

バダ

た。また，過去に同時期の調査を行っていないために，比較はできないが，釣り機１台

１時間当りの漁獲尾数がかなり高かったので，来遊量は多いものと考えられる。

オ）標識放流

今回の調査では，成長や回遊経路などを調べるために標識放流を実施し，その概要は

表－６に示した。

ノウチ
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図－４水温水平分布
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4５８２，０００５９８

表－５釣獲調査結果

９１０１１１２１３１４７ ８Ｓｔ． ５ ６４２１

Ｗー８Ｗー１３Ｗ－１３
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2．情報の提供

調査実施中には逐次調査結果を，富山県のスルメイカ船団である新湊船団及び新川船団に，

無線により通報した。また帰港後，調査結果概要速報を各関係機関に送付した。

【調査結果のとりまとめ】

昭和62年度日本海スルメイカ漁期前調査結果速報，1987年４月富山県水産試験場．

昭和６２年度日本海スルメイカ初漁期調査結果速報，1987年５月富山県水産試験場．

昭和62年度日本海スルメイカ共同運航による一斉調査速報1987年７月，富山県水産試験場．

昭和62年度日本海スルメイカ８月期調査結果速報，1987年８月富山県水産試験場．

【調査結果登載印刷物等】

昭和62年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料一Ⅱ，1987年１０月日本海区水

産研究所
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◎林清志・土井捷三郎・内山勇

【目的】

富山湾におけるアカカマスおよびサヨリの生活史等を明らかにする。

【方法】

１．魚体測定調査

1987年４月１６日および６月２日に氷見市場に二そう曳網により水揚げされたサヨリの尾叉

長と体重を測定した。

２．稚魚分布調査

1987年８月６日に黒部市石田浜において，地曳網によりアカカマスおよびサヨリ稚魚を採集

し，尾叉長および体重を測定した。使用した地曳網の目合は，袖網が７節および12節，袋網が

２４節で，魚捕部はモジ網であった。

【結果の概要】

１．魚体測定調査

（１）４月１６日および６月２日の結果を図－１および図－２に示した。４月１６日および６月２

日とも２峰ぶられ，それぞれのモードは，２３．５醜，３０．５噸および24.5cm，３１．５qnであった。

それぞれの峰とも６月の方が１“大きかった。
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Ⅳ富山湾固有種生態調査

1．浮魚類生態調査研究
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図－１こそう曳網で漁獲されたサヨリの尾叉長組成
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こそう曳網で漁獲されたサヨリの尾叉長組成
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図－３二そう曳網で漁獲されたサヨリの体重組成
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図－４二そう曳網で漁獲されたサョリの体重組成

2．稚魚分布調査

（１）アカカマス

尾叉長および体重組成を図－５および図－６に示した。尾叉長の範囲は3.4“～５．７”で，

体重の範囲は０．２１～１．１１であった。

(2)体重

４月１６日および６月２日の結果を図－３および図－４に示した。４月１６日および６月２日と

も２峰承られ，それぞれのモードは，５５１，１１０９および５５１，１２５１であった。
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図－５地曳網で漁獲されたアカカマスの尾叉長組成…
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図－６地曳網で漁獲されたアカカマスの体重組成
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(2)サヨリ

尾叉長および体重組成を図－７および図－８に示した。尾叉長の範囲は6.5“～11.8”で，

体重の範囲は0.8多～５．５１であった。
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図－７地曳網で漁獲されたサヨリの尾叉長組成
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【調査結果登載印刷物等】
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2. 日本海におけるホタルイカの資源利用研究

。林清志・若林洋・土井捷三郎・内山勇

【目的】

日本海におけるホタルイカ資源の系群を明らかにし，資源生物学的知見を基にした資源診断

を行う。

【方法】

1. 生物測定調査

1987年3-6月に富山湾で漁獲されたホタルイカの外套長，体重および生殖腺重量を測定し

た。他府県で漁獲されたものと比較するため，石川県，福井県，京都府および兵庫県で測定さ

れた資料を使用した。

2. アイソザイム解析

1987年3-7月に上記の各府県地先海戚で漁獲されたホタルイカの限球および外套膜につい

て， LDH， IDH， MDHおよび 6-PGDの4種の酵素の分析を行っTこ。 各アイゾザイムは表

- 1に示したように，それぞれの表現型から直接統計処理して求めた。

表-1 分析に用いた緩笥液及び染色液の種類

偉 素 部位 経 衝 液 染色液組成

LDH  
外眼套膜球

クエン酸トリス M-PMS 2mg 
( PH 8.0 MTT 10mg. 

NBT 20mg 
NAD 50mg 

Na -D L-iLsa(cP包H旬8(.75)0約 2rnl 
0.2M Tr 50ml 
lhO 40ml 

6PGD 
眼外套球膜

クエン酸トリス M-PMS 2mg 
( PH8.0 MTT 10mg 

NBT 20mg 
NADP 20mg 
G Na6-PgD lucose-I-ph四phate 200mlU g 

60 
Mg2C12・6E81(20 100ml 
0.2M Tris(PH8.7) 50ml 
H20 40ml 

MDH  外套膜 クエン酸トリス M-PMS 2mg 
( PH8.0 MTT 10mg 

NBT 20mg 
NAD 50mg 

Na-DITd-EM-is a(laP te 
0.2M Tris(PH8.7) 

250 mml g 
50 

H20 40ml 

1 D H 外套膜 クエン酸トリス M-PMS 3mg 
( PH8.0 MTT 10mg 

NBT 20mg 
NADP 20mg 
MnCh・4H20 20mg 
3Na-lsoeitrate-n-H) ydrat e 
0.2M Tris(PH8.7 

70mmg l 
50 

H20 40ml 
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2に示した海域で中層曳および難底曳を行った。

目の大きさ Ｌ､Ｌ、
－

０
０
６
６

－－

３００ｍｍ

－

１８０mｍ

l５Ｑｍ

－

１２０m皿

3．産卵調査

1987年３～７月に月１回，富山湾の２７定点（前年度年報参照）において，８０cmIリングネッ

ト（ＮＩＰ６０）により水深１５０ｍからの鉛直曳を行った。採集物は約５％の海水ホルマリンで

固定して実験室に持ち帰り，ホタルイカ卵および稚仔の選別および計数を行った。

4．幼体および成体分布調査

1987年４月～1988年３月までの間に図－１に示した小型中層トロール網を使用して，図一

図－１小型中層トロール網

－２２－

塞
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【結果の概要】

1. 生物測定調査

(1)外套長

1380E 

図-2 中層トロール網調査海域

1987年 3月中旬から 6月上旬にかけて，各旬毎に各府県を比較したところ，新潟，富山の

ものが，石川，福井，京都，兵庫のものより大きかった。

(2)体重

1987年 3月中旬から 5月中旬までは，各府県によりバラツキがあったが 5月下旬と 6月

-23-



上旬は，富山のものが福井，兵庫のものより大きかった。

（３）生殖腺重量

1987年３月中旬から６月上旬まで,各府県によりバラツキがあり，福井県では５月上旬以

降産卵終了した個体が多くみられ，その時の値は他府県を大きく下回った。

（４）生殖腺重量指数（ＧＷ／ＭＬ３×１０６）

1987年３月中旬から，４月中旬まで，富山，福井;では，徐食に大きくなる傾向があり，４

月下旬以降６月上旬まで富山は大きな変化はないが，福井は産卵終了した個体の影響でかな

りバラツキが大きかった。

（５）１９８６年との比較

・外套長…富山は各旬を昨年と比べると，今年は大きい傾向がみられ，福井，兵庫は，

各旬とも今年の方が大きかった。

・体重…富山は漁期初めは昨年より小さかったが，５月下旬以降は今年の方が大き

かった。福井は６月上旬を除いて今年の方が大きく，兵庫も今年の方が大

きい傾向が易Lられた。

・生殖腺重量…各旬毎に昨年と比較したところ，富山，福井とも一定の傾向は承られなか

った。

・生殖腺重量指数…各旬毎に比較したところ，富山，福井とも昨年より大きい場合や小さ

い場合があり，一定の傾向は染られなかった。

2．アイソザイム

・ＬＤＨ，６－ＰＧＤ，ＭＤＨおよびＩＤＨの４種の酵素のアイソザイムについて，ホタルイカ

の眼球と外套膜で分析を行った。

・遺伝子頻度に差が承られたのは，眼球のＬＤＨと６－ＰＧＤであった。

・各県の時期別にサンプリングされた標本についてみると，眼球のＬＤＨでは，遺伝子型の

出現頻度と期待値との間に差はなく，それぞれが母集団を代表していると考えられるが，６

－ＰＧＤでは，必ずしも母集団を代表しているとはいえなかった。

・これらのことから日本海におけるホタルイカの系群構造は，海域および時期別にかなり複

雑である可能性が示唆された。

・今回の解析では，眼球のＬＤＨでは各県間で時期別に異なる可能性が示されたが,６－PGD

では遺伝子頻度を解析するに足りるほどの個体数をサンプリングできなかったので，今後は

個体数を増やすことが必要であり，さらにサンプリング期間も短くすることも検討しなけれ

ばならない。

3．産卵調査

・ホタルイカの産卵は，３月に始まり４，５月に最盛期を迎え，７月に終了したものと考え

られた。

・昨年の結果と比較すると今年は出現域が広く出現量も多かった。また，月毎の出現状況も

－２４－



併せて考えると，漁獲量の推移と産卵量の推移は一致するものと考えられた。

・稚仔は3，4月には出現せず5月-7月にかけて，出現数が増加した。しかし 7月には，
ホタルイカモドキ卵の出現があったために 7月のサンプルの査定には疑問が残った。

4. 幼体および成体分布調査

1987年 4月-1988年 3月までの聞に行った海域別月別の曳網回数を表 -2に示した。

合計で31回の曳網を行い，その内の 21回ホタルイカカ・4采集された。

・海域別月別のホタルイカの採集数を表ー3に示した。 B海域では採集されず， c海域では
合計で 677個体， A海域では443個体採集された。

この調査は次年度も行う予定であり，採集されたホタルイカについてはまとめて報告する

予定である。

【調査結果登載印刷物等】

昭和63年度日本水産学会春季大会講演要旨集 P 28 -29 昭和63年4月 日本水産学会.

表-2 1981年4月-1988年3月まての聞に行った海域別，月別曳網回数

海域 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

A 2位) 1 (1) 3 (0) 一一 1仰)一一一一 2(2) 3 (3) 

B 

C 

2 (0) 

3 (3) 5 (4) 

1 (0) 

4 (3) 4 (3) 

)内はホタルイカが採集された回数

表-3 海域別，月別ホタルイカの採集数

海域 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

A

B

C

 

174 32 0 o 13 224 

。 。
22 150 451 54 
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(2)標本船操業実態調査

操業実態調査における標本船等は以下のとおりであった。

◎辻谷三郎・林清志

[目的】

我が国２００カイリ漁業水域における漁業資源を科学的根拠に基づいて評価し,漁獲許容量等を

推計するために必要な資料を整備する。

【方法】

２００カイリ水域内漁業資源総合調査昭和６２年度実施要綱に基づき次の３項目につ１，＜調査を実

施した。

（１）生物測定調査

（２）標本船操業実態調査

（３）漁穫成績調査

【実施結果】

（１）生物測定調査

調査魚種,,測定回数，測定尾数は以下のとおりであった。

考

魚種 測定回数測定総尾数

備

２，１７１尾

３，４９６

１，１２３

１，２８４

２，３９７

１，７７０

９７８

１３，２１９

マイワシ

カタクチイワシ

ウルメイワシ

マサバ

マアジ

ブリ類

スルメイカ

計

回
７
２
７
５
７
２
０
０

２
４
１
１
２
３
２
８１

漁業種類統数又は隻数期間

Ｖ２００カイリ水域内漁業資源委託調査

１．２００カイリ水域内漁業資源委託調査

統
統
隻

ケ
ケ
２
１
３

氷見漁民合同及び高峯定圃網組合

八そう張網実行組合有磯組

幸真丸(19t),３８千代丸(9t),永漁丸(5t）

ブリ定置漁業

その他の敷網漁業

スルメイカー本釣漁業

－２６－

62年９月～63年２月

62年９月～63年２月

62年９月～63年２月



(3) 漁獲成績調査(県水産漁港課調)

漁獲成績調査は以下のとおり実施した。

漁業種類 統数叉は隻数

そ.の他の敷網漁業 5ケ統

いか釣漁業(沖合) 15隻

11 (沿岸) 49隻

沖合底びき網漁業 5隻

小型機底びき網漁業 17隻

ベにずわいかにかご漁業 21隻

【結果の概要】

. . ， 

期 間

62年9月.....63年2月

62年4月.....63年3月

62年4月.....63年3月

62年4月.....6月， 9月.....63年2月

62年4月.....63年3月

62年4月.....5月， 9月.....63年3月

備考

八そう張網

調査結果については，調査要綱の様式に従い，日本海区水産研究所に報告し，同研究所が取り

まとめた。概要は以下のとおりである。

ア ジ:経年的には， ， 84年以降 '86年まで減少傾向にあったが '87年は，前年より増加し

Tこ。

・87年4月から '88年3月までの月漁獲量の経過は， '87年 12月が平年(.79.....'86年の平均，

以下同じ)を上回ったほか，すべて平年を下回った。

漁獲盛期は '87年4月と '87年 12月・ '88年 1月に見られ，平年の経過とほぼ一致したが，

平年ではみられる 9月を中心にした蜂は形成されず，これは'84年以降の特徴である。

魚体は， '87年4月に 13.5anモードの・86年級と推定される群がみられ，以降 12月の 22.5an 

モードまで断続して追跡できた。 8月には7.5仰モードの'87年級が出現し，以降'88年2月の14.5侃

モードまで連続して追跡できる。 3月には12.5anモードとd型化し，発生時期の異なる群れの

出現が示唆された。

漁況と魚体からみて， '86年級が12月にややまとまって漁獲されたが， '87年級はここ 2・3年

の低いレベルの漁獲にとどまったものと考えられる。

サ パ:経年的には '81年以降'87年まで減少傾向にある。

'87年4月から'88年3月までの月漁獲量の経過は，'87年 12月が平年を上回り.'87年5・9月

が平年並みであった他は，平年を下回った。

漁獲盛期は'87年 12月にみられ，平年の 3月よりかなり早かったが.・88年1月以降の漁が続

かなかった。

魚体は， '87年5月に 33.5anモードの '85年級と推定されるものがみられたが， 6月には途切

れた。かわって 6月に 7.5anモードの'87年級が現れ 2月まてe断続して追跡できた。 11月に

は35.5anモードの '85あるいは'86年級が出現したが続かず， 12月には'86年級らしきものが

現れたがこれも続かなかった。
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漁況と魚体からみて， '86年級らしきものが 12月にややまとまって漁獲されたが， その後続

かず， '87年級も低いレベルの漁獲にとどまったものと考えられる。

カタクチイワシ:経年的には，・84年以降変動は大きいが漸増傾向にある。

'87年4月から，88年3月までの月漁獲量の経過は， '87年8・9月・ '88年3月が平年を上回り，

'88年 1月が平年を下回ったほか，平年並であった。

漁獲盛期は'87年8・9月にみられ， 平年の盛期とほぼ一致したが，平年でみられる 1月の峰

はみられず， '88年 3月に，この峰がずれ込んだように漁獲があった。

魚体は， '87年4月に 13.5cmモードの '86年級がみられ 6月まで追跡できた。また， 6月か

ら7.5cmモードの '87年級が現れ 3月まで断続して追跡できた。 '87年級は 6月から 10月まで

そードの増大がなく，加入が長期にわたっていたものと考えられる。

漁況と魚体からみて，漁獲の主体は'87年級であったと考えられる。

ウルメイワシ:経年的には， '82年以降漸減傾向にあったが，・87年はここ数年を上回った。

'87年 4月から'88年 3月までの月漁獲量の経過は，・87年 5月が平年を上回ったが，他は平

年を下回るか平年並であった。

漁獲盛期は大きな峰が'87年 5月に，小さな降が'87年 12月と '88年1月にみられ， 平年の

盛期とほぼ一致したが， 5月の漁獲量は平年を上回ったが， 12月と 1月は大きく下回った。

魚体は， '87年 5月に20.5cmモードの '85年級がみられたが 6月には途切れTこ。 7月には

6.5 cmモードの '87年級が現れ， '88年 1月まで断続して追跡できた。

漁況と魚体からみて，平年を上回った前半の峰は'86年級， 大きく下回った後半は'87年級

で構成されていたと考えられる。

マイワシ:経年的には， '79年以降変動はあるものの，漸減傾向にある。

'87年4月から '88年 3月までの月漁獲量の経過は， '87年12月が平年を上回ったが，他は

平年を下回るか平年並であった。

漁袈盛期は'88年 1月にみられたが，平年のように2・3月と続く漁がみられず，以降減少して

いた。平年でみられる 7月から 9月の漁獲が少なく，これは'81年以降の特徴である。

魚体は '87年 4月に 16cmモードの，86年級がみられ 6月まで追跡できたが， 6月には'85

年級も混じっていたようである。 7月には 7.5cmモードの・87年級が現れ，・88年 1月まで断続

して追跡できた。 '87年 12月・ '88年 1月には 17.5cmモードの '86年級とみられるものが混じ

っていた。

漁況と魚体からみて '87年級の漁獲は少なく，平年並の 12・1月の漁は'86年級が多くの部

分を占めていたと考えられる。

フクラギ(プリ 0才経年的には， '79年以降変動はあるが，横ばい傾向にあり '87年は

近年では高いレベルであった。

'87年 4月から '88年 3月までの月漁獲量の経過は '87年 8・9・10月， '88年2・3月が平

年を上回ったが，他は平年を下回るか平年並であった。
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漁穫盛期は'８７年１０月にみられ平年を大きく上回ったが，平年でみられる１２月の二つめの峰

がみられず，かわりに年明けの２月に小峰がふられた。

魚体は，’８７年４月に２９．５”モードの'86年級がふられ，６月まで追跡できた。７月には１８．５

cmモードの'87年級が現れ，’８８年３月まで連続して追跡できた。

漁況と魚体からゑて，’８７年級の漁獲が多かった。また，南下が遅れかつ富山湾へのはいり込

承が少なかったので，１２月の漁は悪かったが，かわりに周辺海域で越冬するものが多かったので，

１．２月に小峰が形成されたと考えられる。

ガンド（ブリ１．２才）：経年的には，’７９年以降変動はあるが，漸減傾向にある。

’８７年４月から'８８年３月までの月漁獲量の経過は，’８８年１．２月が平年を下回ったが，他

はほぼ平年並であった。

漁獲盛期は'８７年１２月と'８８年２月にゑられ，平年とよく類似していた。

魚体は，’８７年１１．１２月では５５”前後にモードがふられた。

ブリ（ブリ３才以上）：経年的には，’80年以降'８２年にかけて大きく減少し，その後極め

て低いレベルで推移し，’８７年はわずか0.6トンで史上最低となった。

’８７年４月から'88年３月までの月漁護量の経過は，’８７年１１月から'８８年１月の間にわずか

に漁獲された以外皆無であった。

漁獲盛期は一応'８７年１２月にふられ，平年とよく類似していた。

[調査結果登載印刷物等】

昭和６２年度２００カイリ水域内漁業資源調査結果資料編，１９８８年４月日本海区水産研究所
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魚卵稚仔量調査委託事業2. 

勇

【目的】

日本海に生息する多獲性浮魚類(アジ・サバ・イワシ類・スルメイカ等)の卵稚仔の分布につ

いて定期的に調査し，資源変動を予測するための基礎資料を得る。

清志・土井鑑三郎ー内山。林

【方法】

水産庁の定める「卵稚仔・魚群分布精密調査指針」に基っ・き実施した。
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【実施結果】

サンプリングは定線観測の際に以下のとおり実施した。

表-1 魚卵稚仔量調査

観測項目 使用船舶

水温，塩分，プランクトン 立山丸

水温，塩分 H 

調査年月日

62. 4. 2-4.3 
4.30-5. 1 

9.30-10. 1 
11. 7-10.8 
63. 3. 1-3.3 

ー一
o
o
-
0
2
-
0
0

卵稚仔月別

5 

8 
0 

10 
5 

0 
0 
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採集された9離仔の個体数は以下のとおりであった。

魚種別採集個体数

6 

33 
10 

231 
98 

15 
3 

メ
シ

Jレ

ヲ

他

ホタルイカ
モドキ科

スJレメイカ

キュウリエソ

のそ

考備

韓首・マアジ・マサパは出現せず

• 6月分は他調査で採集

(昭和62年闘機仔基本

【調査結果登載印刷物等】

「昭和62年度卵稚仔調査結果 1988年 日本海区水産研究所絹.

「日本海および九州近海におけるスルメイカ稚仔分布調査報告」

調査結果)
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日本海区水産研究所.1988年



Ⅵ富山湾深海生物調査

1．定着エビ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

［目的】

富山湾に生息する深海性エビ類の資源生物学的知見を収集し，資源維持及び保護対策の基礎資

料とするとともに，近年，ホッコクアカエビ，トヤマエピ等が本県の栽培対象種として，放流が

開始されつつあるので，放流技術開発に関する資料に資する。

【方法】

１．試験操業

昭和６２年１０月及び１１月に，漁業指導調査船立山丸を用い，１０月は水深353～729ｍで，

１１月は水深230～729ｍでそれぞれ５回，かご漁法によりエビ類の採集を行い分布水深，分布

密度等を調べた。

２．市場調査

滑川市場に水揚げされたトヤマエピ及びモロトケアカエビについて，月別漁獲状況を把握す

るとともに昨年度に調査した測定結果を解析した。

【結果の概要】

１．試験操業

昭和６１年度の操業結果と併わせ，エビ類の水深別採集個体数を表－１に示したが，採集個

体数はホッコクアカエビが最も多く，次いでスナエピ，ハサミモエピ，アシナガイバラエピの

順であった。重要種であるトヤマエピ，モロトケアカエビの個体数は非常に少なかった。

２．市場調査

トヤマエピとモロトケアカエビの頭胸甲長（ＣＬ”）と体長（ＢＬ”），（ＢＷｇ)の関係はそ

れぞれ次式で表わされ，また，モロトケアカエビの頭胸甲長（ＣＬｚｍ）と卵数（Ｎ）の関係も次

式で表わされた。

トヤマエピＢＬ＝３．４４°ＣＬ＋４．００ＢＷ＝１．２２×１０－３．ＣＬ２．８４

モロトケアカエビＢＬ＝３．８２°ＣＬ＋２．０２ＢＷ＝７．４４×１０~4°ＣＬ３．０３

Ｎ＝１４．０２．ＣＬ－２９５､4９

なお，本研究は昭和６１年度から６３年度までの３カ年計1画で実施する予定である。したがっ

て，内容の検討及び成果の詳細については最終年度に公表する予定である。
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表－１エビ類の水深別採集個体数

水深（、）
１，０００１，１００１，２００

１１１
１,０９９１，１９９

１００

Ｉ
199

２００

１

２９９

３００

１

３９９

４００

１
４９９

５００

１
５９９

６００

１

６９９

７００

１
７９９

8００

１
８９９

[調査結果登載印刷物】

なし

ｌ
９９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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０
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2．遊泳エビ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

【目的】

近年附加価値が高まったシラエピの資源生物学的情報を収集するとともに，漁痩変動要因を解

析する基礎データを蓄積する。

[方法】

１．試験操業

昭和６２年１２月及び６３年１月に，漁業指導調査船立山丸を用い，１２月の富山湾奥部の神

通海谷,常願寺海谷及び早月海谷では中層トロール網及びけた網で，１月の大泊，中波，氷見，

伏木，庄川，新湊新港，滑川，入善及び吉原の沖合ではＩＫＭＴネットで採集した。

２．市場調査

新湊，岩瀬及び水橋の３市場に水揚げされるシラエピについて，月別漁獲状況を把握すると

ともに，岩瀬市場の漁痩物について，４月から１１月までの間月１回サンプリングし，雌雄別に

体長，体重などの測定を行った。

【結果の概要】

１．試験操業

トロール網及びけた網による調査は，漁場が狭くまた海底地形が複雑であったため，十分な

成果をあげることは出来なかったが，ＩＫＭＴネットではサンプリングが可能であった。

シラエピの漁場は今まで，新湊海谷，神通海谷，常願寺海谷及び早月海谷に限られていたが，

調査した大泊，中波，氷見，伏木，庄川，新湊新港，滑川，入善及び吉原の内，氷見，新湊新

港，滑川の３カ所では生息していることが明らかになった。

なお，本研究は昭和６２年度から６４年度までの３カ年計画で実施する予定である。したがって，

内容の検討及び成果の詳細については最終年度に公表する予定である。

[調査結果登載印刷物等】

なし
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3. ベニズワイの生態と資源に関する研究

土井健三郎

【目的】

富山湾のベユズワイ資源、の現状を調査し，また，資源、生物学的知見の収集を行って，これらの

知見に基づいた適切な資源管理技術を確立する。

【方法】

1. かどなわ漁法を用いた漁獲試験を 7月・ 11月及び 63年2月に行った。 この内11月及び 2

月に採集したベユズワイにはチュープ型のタグを取り付け放流した。

2. 研究の最終年度として 3カ年のとりまとめを行った。

【結果の概要】

1. 他の調査で行った資料と併せてかご漁法によるカユ類の水深別採集個体数を表ー1に示し

Tこ。

ベニズワイの個体数は他のカニ類に比べ圧倒的に多く，その採集される深さは400m以深

であった。

表-1 カニ類の水深別採集個体数

。100 200 300 400 500 600 700 800 900 1，000 1，100 1，200 1，300 
水深川)

99 199 299 399 499 599 699 799 899 999 1，099 1，199 1，299 

操業回数 1 5 3 4 3 5 4 10 6 5 6 3 1 

ベユズワイ(雄) 283 164 1，274 2，2印 574 1，507 1，061 1，026 147 946 

ベユズワイ(雌) 193 1，667 3，596 2，380 180 5，569 368 86 641 

ズワイガニ 4 22 141 4 4 5 2 

ベユ×ズワイ 2 2 

ケ ガ ーー 2 

ヒ キガ ーー 2 

トゲヒゲガユ 1 

2. 標識放流による再捕は63年12月までに3尾と少なく，移動などの解析は今後に残された。

60年放流群については，再捕率23%，移動はほとんどなかった。

3. 3カ年の成果を鳥取県，島t良県と共同で下記の報告書としてとりまとめた。
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ベニズワイの資源管理方法としてかご漁業に対し，次の 5つの提言を行った。

漁獲努力量の制限，漁獲努力量の配分の制限，漁m量の制限，漁獲物の甲幅の制限，
雌の漁獲禁止

【調査結果登載印刷物】

日本海産重要かに類の資源と生態に関する研究報告{総括報告) 昭和60-62年度地域重要

新技術開発促進事業報告密昭和63年3月 鳥取，島根及ひ宮山県水産試験場

-3 7-



Ⅶ栽培漁業開発試験

1．さけ。ます増殖調査

◎渡辺健

【目的】

サケ増殖事業の実態を調査し，これらの知見に基づいて，増殖技術の改善，回帰率の向上を図

り，効率的なサケ資源の増大を目指す。

また，サケ回帰親魚の生物統計調査，回遊経路調査を行い，合理的な資源管理を行うための知

見を集積する。

【調査方法】

１．回帰率向上調査

（１）沿岸水域環境調査

降海後のサケ稚魚の生息環境を把握するために，湾内沿岸水域３定点において，水温を測

定するとともに＃６０ネットによってプランクトン採取を行い現存量を測定した。

（２）大型稚魚育成技術開発

早期の北海道卵を移植し，黒部川内水面漁協ふ化場に稚魚飼育管理業務を委託し，水温，

生残率，成長等について調査し，体重１１の稚魚を飼育し，その一部に標識を施して黒部川

に放流した。

２．増殖環境調査

県内各ふ化場における親魚の取り扱い，卵及び仔稚魚の飼育管理，水質等の実態を調査した。

３．来遊親魚調査

サケ資源の本県への回帰状況を把握し，来遊予報の精度を向上させるために，経田及び四方

市場に水揚げされたサケ親魚の成熟度調査を行うとともに，県内主要７河川に湖上したサケ親

魚の魚体測定及び鱗による年令査定を行った。

[結果の概要】

１．回帰率向上調査

（１）沿岸水域環境調査

湾内沿岸水域の表面水温が，サケ稚魚の離岸完了の指標水温とされる１５℃に到達したの

は，例年並承の５月中旬であった。

春季における沿岸プランクトンの湿重量は，４月上旬9.6”/㎡（３定点平均値,以下同じ)，

４月下旬35.7”／㎡，５月中旬33.8,1／城５月下旬78.1”／㎡であった。

（２）大型稚魚育成技術開発

－３８－



北海道卵（千歳川で６２年１０月１８日に採卵された卵）１０９．１万粒を６２年１２月４日に黒

部川内水面漁協ふ化場に移植した。６３年４月８日に平均体重１１の稚魚７２．４万尾を黒部川

に放流した。その内の１０万尾は標識（脂ピレ切除）を施して放流した。

2．増殖環境調査

（１）親魚の捕護及び蓄養状況

主要７河川のうち５河川にヤナが設置されているが，ヤナよりも投網による親魚の捕獲割

合が高かった。成熟の進んでいない蓄養中の親魚が捕痩時の外傷によって，採卵前に死亡す

る例が多かった。また，１カ所の桑が河川内生賓網方式で蓄養を行った他は，ほとんどのふ

化場が飼育池で行っていた。

（２）稚魚飼育管理状況

従来，発眼卵は検卵終了後に養魚池に収容されていたが，本年度は３ふ化場で「浮上槽」

の使用が試承られ，一部の発眼卵が収容された。

全ふ化場とも卵及び仔稚魚の管理には十分な注意が払われていた｡しかし一部では,天候に

よる飼育水温の急変に伴うふ出仔魚の酸欠死した例，事故断水により稚魚が死亡した例があった。

(3)水質

水質はＤＯ，ＢＯＤ，ｐＨを測定したところ，各ふ化場とも県の基準値をほぼ満たしていた。

地下水を使用しているふ化場の飼育池ではウ排水のＤＯが５ｐｐｍを下回った所があり，ここ

では飼育尾数が過密であった。

（４）魚病

一部で細菌性エラ病が見られたので，例年に比べると魚病の発生は少なかった。

3．来遊親魚調査

（１）成熟度調査

経田市場にて１０月上旬，１０月中旬，１１月上旬，１１月中旬に各１０尾ずつ計４０尾を,四

方市場で１０月上旬に１０尾，１０月中旬に５尾，１１月上旬に９尾，１１月中旬に６尾，１１月下

旬に３尾の計３３尾について，体長･体重･成熟度･年令・卵巣重蛍について測定した。３才

魚が３３％，４才魚が６６％，５才魚が１％の割合であった。体色を銀毛，Ａブナ，Ｂブナ，

Ｃブナの４段階に分けて成熟度の判定をしたところ，銀毛は７％，Ａブナは７１％，Ｂブナは

２１％，Ｃブナは１％の割合であった。

（２）年令組成等調査

本県における昭和６２年度サケ親魚の河川内捕獲数は34,267尾,沿岸漁痩数は29,379尾

であり，両者とも史上最高の尾数であった。総合計漁狸尾数は63,646尾（対前年比129％）

であった。

河川内で捕穫された親魚のうち，６河川のうちの2,607尾について，鱗による年令査定を

行った。各調査河川ともに４才魚の占める割合が高く，来遊予報と一致した。また３才魚の占

める割合が低かったので,次年度は４才魚の来遊尾数が少なくなるのではないかと懸念された。

【調査結果登載印刷物】

なし

－３９－



2．降海性ます類増殖調査

◎若林洋・渡辺健

［目的】

サクラマススモルト幼魚を育成し，標識放流を行うとともに飼育環境調査を行った。また，河

川・沿岸域におけるサクラマスの生態回帰親魚の漁獲実態を明らかにして，高品質で高価値の

サクラマス資源を造成・増大を図るための知見を集積する。

[調査項目】

さけ．ます増殖振興事業実施要項に準じて，次の調査を実施した。

１．育成事業

富山漁協と庄川沿岸漁連に飼育管理業務を委託し，サクラマス稚魚を約１カ年飼育してスモ

ルト幼魚を育成し，ヒレ切除等による標識を施し，神通川及び庄川に放流した。

２．沿岸・河川調査

（１）沿岸・河川水域環境調査

沿岸域及び神通川・庄川の水温等の調査を行った。

（２）放流幼魚の追跡調査

定置網漁業者，サヨリ曳き網漁業者に漁獲されたサクラマス幼魚の採集を依頼し，標識放

流サクラマス幼魚の降海後の追跡調査を行った。

３．飼育環境調査

（１）育成状況調査

サクラマス稚魚の飼育期間の成長，スモルト状況及び飼育水温の調査を行った。

（２）魚病対策調査

サクラマス稚魚の飼育期間の魚病の発生予防及び治療のための対策を実施した。

４．回帰調査

・沿岸回帰親魚調査

富山湾沿岸域に来遊した標識サクラマス（昭和６０年放流群)の再捕尾数の調査を行った。

・河川回帰親魚調査

神通川に回帰した標識サクラマス（同上）の再捕尾数の調査を行った。

【調査結果の概要】

１．育成事業

（１）神通川

神通川で採捕されたサクラマス親魚から採卵・ふ化した稚魚１５万尾を富山漁協神通川さ

け．ますふ化場で飼育し，２月に７万尾に標識を施した後，神通川に放流した（表－１）。
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庄川養魚場１００

表－１神通川さけ。ますふ化場及び庄川養魚場におけるサクラマス育成事業結果

(2)庄川

神通川で採捕されたサクラマス親魚から採卵・ふ化した稚魚１０万尾を庄川養魚場で飼育

し，２月に4.2万尾に標識を施した後，庄川に放流した(表－１）。

生残率

（名）

標識放流
尾数
（千尾）

観難生残尾数
（千尾）（千尾）

放流

河川
標餓部位放流月日

4０

脂及び左胸ヒレ切
除（６０千尾）

冒夢農茄辛愚

神通川
さけ．ます

ふ化場

7１４７．３神通川７０Ｓ63.2.4～９1５０

4３４３．０庄川４２Ｓ63.2.23～2５脂及び背ヒレ切除

図－１神通川河口左岸に位画する四方地先の定置網によって

再捕されたサクラマス幼魚の旬別割合

－４１－

2．沿岸・河川調査

（１）沿岸・河川水域環境調査

富山湾沿岸域におけるサクラマス漁獲期の水温及び塩分は,それぞれ，１０℃～16℃，２５．３

～３３．４％の範囲にあった。

神通川中流域付近の周年水温は，３℃台～２０℃台の範囲にあった。また，庄川中旅域付近

の周年水温は，３℃台～２６℃台であった。

（２）放流幼魚の追跡調査

サクラマス幼魚（無標識）が，神通川河口付近の定置網で採捕されるのは，２月下旬から

５月下旬であった（図－１）。標識魚は，４月上旬に，神通川河口付近の定置網で，４月中

旬以降に，やや沖合域のサヨリ曳き網で，それぞれ再捕された(図－２）。

2０

FJ-lnl-,_h－

割 Ｎ＝１８９

合
例

５

月

下上中下上中下

62年２３４
月月月

上中下（旬）



3．飼育環境調査

（１）育成状況調査

飼育期間の飼育池の水温は，神通川さけ．ますふ化場では，4.4℃～１９．３℃，庄川養魚場

では，５．８℃～１６．０℃の範囲にあった。

飼育魚の成長の状況は，表－２のとおりであった。

（２）魚病対策調査

飼育期間には，神通川さけ．ますふ化場では，キロドネラ症，せつそう病及びＩＨＮ，庄川

養魚場では，キロドネラ症及びせつそう病の発生が，それぞれ確認された(表－３）。また，

分離された』.ｓａｊｍｏ祁…｡αは,スルファモノメトキシン及びオキソリン酸に耐性を示した。

。
■
『
〃
■
、

表－２サクラマス飼育魚の尾叉長・体重の測定結果（平均）及びスモルト化率
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図－２サクラマス標識魚の再捕位置略図（幼魚）
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表-3 サクラマス飼育期間の魚病発生状況

魚病名 発生期間 へ{い千死尾尾)数 治療等対策

キロドネラ症 4月上旬 3 食塩水による薬浴

神さけ通・ま川 せっそう病 5月上旬-8月上旬 .オキソり γ酸，オキシテトふ化場す 60 
I H N 6月上旬-8月上旬 ラサイクリ γの経口投与

キロドネラ症 4月上旬

5月上旬-6月上旬

3 食塩水による薬浴

庄川護魚場
せっそう病 53 

寧スルファモノメトキシン，
オキソリン酸の経口投与

*分離されたA.salmonicidalま，スルファモノメトキシン，オキソリン酸K:耐性を示した。

4. 回帰調査

(1) 沿岸回帰親魚調査

神通川河口付近の定置網で漁獲されたサクラマス670尾を調査したところ 8尾が，昭和

60年度に神通川に放流したサクラマス標識魚であった。

(2) 河川回帰親魚調査

神通川で漁獲されたサクラマス 171尾を調査したところ 4尾が，昭和 60年度に神通川

に放流したサクラマス標識魚であった(表-4 )。また，採卵のために捕獲したサクラマス

396尾を調査したところ 15尾が同標識魚であった(表-5)。

表-4 神通川て漁獲されたサクラマス回帰親魚の測定結果(562.3-8) 

調査尾数 尾叉長(C71l) 体 重(匂) 雌雄比
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表-5 神通川て捕獲されたサクラマス回帰親魚の測定結果(562.10-11) 

調査尾数 尾文長(C71l) 体 重匂) 採卵重量(~)(雌のみ〉
性別

〈局 最小~最大平均 最小~最大平均 段小~段大平均
備 考

9 266 49.0-69.0 59.0 0.9-4.0 2.4 0.0-1000.0 473.2 標識魚15尾を含まず
8 19 51.0-68.0 59.0 1.4-4.0 2.3 

標鵠魚 15 51.0-62.0 57.0 1.4-2.6 2.1 150.0-700.0 430.0 標額ω聾融年魚部度は放(8全は流6左て1群.♀ 胸2-ヒ3ν放切流除〉

【調査結果登載印刷物等】

なし
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3．放流技術開発事業

◎小谷口正樹・高松賢二郎・宮崎統五・渡辺健

【目的】

種苗生産したヒラメ稚魚を放流し，その後の成長，移動及び減耗状況を明らかにし，放流によ

るヒラメ資源添加効果を検討するための基礎資料とする。

【方法】

１．中間育成

中間育成に用いた種苗は，日栽協若狭湾事業場小浜施設において生産された８５，０００尾（平

均全長３２．４"）と県センターで生産された１２０，０００尾（平均全長２０．０”）であった。

これらの種苗には１日に５ないし６回，イカナゴ及び配合飼料を飽食するまで投与し，前者

では６８日間，後者では５５日間飼育した。

２．放流魚再捕状況調査

（１）標識及び放流

平均全長６８．３士６．９”のヒラメ１８，００５尾に緑色ラテックス，平均全長７５．０±6.8”のヒ

ラメ１３，５４６尾に青色ラテックス，及び平均全長99.1±10.0”のヒラメ18,969尾に赤色ラテ

ックスを無眼側の皮下に注入し，標識とした｡緑色ラテックス標識魚は８月１０日，青色ラテ

ックス標識魚は８月３１日及び赤色ラテックス標識魚は８月３１日及び９月１日に,それぞれ

魚津市経田地先に放流した。

（２）市場調査

放流地先に近い経田，魚津及び滑川の３水揚げ市場において，漁獲されたヒラメの全長，

漁獲尾数，漁具，漁獲位置及び標識放流魚並びに体色異常魚の混護状況を調査した。

また，標識放流魚は，漁業者等からの報告により再捕状況調査を実施した。

[結果の概要】

１．中間育成

日栽協若狭湾事業場小浜施設で生産された，平均全長32.4”の稚魚８５，０００尾を６８日間飼

育したところ，平均全長９６．２”まで成長し，４８，３５９尾が生残して，その生残率は５６．９％で

あった。

県センターで生産された平均全長２０．０”の稚魚１２０，０００尾を５５日間飼育したところ，平

均全長６８．２”となり，３４，８７１尾が生残し，その生残率は２９．１％であった。

２．放流魚再捕状況調査

ラテックス標識魚は，６２年１０月末日までの間，再捕はみられなかった。

経田市場では調査尾数１３，０１６尾中に１，０８２尾，魚津市場では調査尾数6,757尾中に599尾，
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滑川市場では調査尾数 2，400尾中に 106尾の体色異常魚の混獲が認められた。この体色異常魚

の9割以上は61年度に魚津市経団地先に放流した群と推定された。

61年度魚津市経由地先に放流した群(61年9月，平均全長 1351llll)は，翌年4月に平均全

長 22511111に成長したことが分った。その後， 10月までの月間成長率を調べたところ， 4月から

5月で 2.2%， 6月から 7月で 9.2%， 7月から 8月で8.4%， 8月から 9月で 5.2% t 9月か

ら10月で 6.3%であり，夏期に成長率が高くなることが分った。

61年度標識放流魚(アンカータグ標識)は 62年 10月末現在までに98尾が再捕されたが，

そのうち 97尾(約99% )が放流地先から 4伽以内で再捕されていた。

水揚げ市場調査頻度から 61年度放流魚の年間水揚げ尾数(61年 11月-62年 10月)は，

経田市場で1.066尾，魚津市場で878尾，滑川市場で114尾，合計 2，058尾と推定された。

したがって 61年度は32，862尾の種苗を放流したところ， 3市場を合せて 2，058尾が水揚げさ

れたので，その再捕率は6.3%と推定された。

【調節吉果登載印制物等】

昭和62年度放流技術開発事業報告密(日本海プロック ヒラメ班) 昭和63年 3月 日本海

プロック ヒラメ班(富山県水産試験場他9機関)
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4．新栽培漁業対象種開発研究

◎小谷口正樹・萩原祥信

ア．サザエ種苗生産技術開発試験

【目的】

サザエの種苗量産技術を開発する。

１．６２年度の種苗牛産

【方法】

（親貝の養成）

６２年７月９日に殻高5.2～6.8”（平均5.9cz2），重量３７～７５１（平均５１１）のサザエ200

個体をコンクリート水槽（１ｍ×２ｍ×１ｍ）２面に各１００個体収容し，冷凍ワカメを１面当り

約２噂を週に３回投与した。養成中は水温の調整は行わなかった。注水量は１日当たり１２回の

換水に相当する量とした。

（産卵誘発，採卵及びふ化）

産卵誘発の前日の夕刻に親貝養成水槽の水位を約３０”に下げて止水とし,冷凍ワカメ約2彫投

入して弱い通気を行った。翌朝親貝を養成水槽から取り上げて紫外線を照射した海水を約３００

′入れたパンライト水槽（５００２）に収容し，パネルヒーターにより３０分当たり約１℃の割合で

飼育水より約３～4℃昇温させた。海水の紫外線照射は，紫外線流水殺菌装置(東芝ＧＷＯ－１５２４

ＰＢ，２器連結）を用いて行った。卵は放卵の約５分後にサイホンまたは排水口に設腫したネッ

トにより回収し，１５′スチロール水槽に，水１‘当たり１１～１３千粒になるように収容してふ

化させた。また，ふ化水槽の水温変動を小さくするためにパネルヒーターで保温したＦＲＰ水槽

（１ｍ×２ｍ×0.6ｍ）内にふ化水槽を安置した。

（採苗）

ふ化した幼生は，ＦＲＰ水槽（１ｍ×２ｍ×０．６ｍ）に１面当たり９６～１５６千個収容した。採苗

は，珪藻の付着した波板（３３”×４０師，塩ビ製）１２０枚を，幼生を収容した水槽に設置して行

った。珪藻の培養は，水槽に寒冷紗（遮光率約７０％）を張って照度を下げ，流水通気下で波板

を５０～６０日間設置して行った。付着した珪藻の種類はCoccon…spp・が主体であった。

（稚貝の飼育）

稚貝の飼育は流水で行った。注入水は綿製マットで簡易漉過した。温度調節等は行わなかった。

【結果】

６２年度種苗生産結果の概要を別表に示した。産卵誘発は１０月６日～２９日に７回行ったとこ

ろ，１０月２０日及び２９日に放卵及び放精が認められた。誘発期間の親貝の飼育水温は20.2～22.3

℃の範囲にあった｡採卵数は，348千粒で，受精率は７８．１～７８．６％であった。ふ化した幼生のう
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ち 252千個を採苗に供した。渡板に付着した稚貝は殻径が 0.35-0.400の時に大量にへい死し，

採苗後 30日目の付着稚員数が500個と少なかったため，以後の飼育を中止した。

2. 61年産稚貝の飼育

61年度の種苗生産結果については前報で報告した。生産した稚貝を継続して飼育したところ

以下の結果を得た。

【方法】

波板から稚貝を手で~躍し，計散した。t!躍した稚貝は目合L 、 1.50 のタキロン製飼育館( 65 

cm x 75棚 x20 cm )に 1飽当り 2，000-2，254個収容し，アワビ用配合飼料(日本農産工業製)

を週に 3回投与した。投餌前にサイホンで残餌の除去を行った。

【結果】

61年産稚貝は 62年 7月14-16日に波板から剥離した。剥離稚貝散は 8，554個，殻高は 1.2

-5.01/1111 (平均2.9m74) t 採首に供した鋭注からの生残串は1.18 %であった。

【今後の検討課題】

親員の養成方法の改善

珪藻培養方法の改善

稚員の付着初期の大量へい死の原因究明と生残率の向上

表 昭和62年度サザエ種苗生産結果の概要

採苗月日
誘発 放卵・放精

親貝数 親貝数

個 個

~ } 95 9 1 
8 8 2 

10月23日

~ } 95 9 1 
8 6 3 

10月31日

9e、}1晶90 9 
2 

6 5 
合計

【研究結果登載印刷物等】

なし

採卵歓

A 

千粒

216 

132 

348 

採苗幼生数 B 使用波板数 採首後30日目稚貝数
一B A 〈使用水槽霊的稚貝数(c)生残率(C/B)般径

千個 係 枚〈槽) 個 ¢ D 

156 72.2 
120 

300 0.19 0.6-1.0 
(1) 

96 72.7 
120 

200 0.21 0.5-0.8 
(1) 

252 72.4 
240 

(2) 
500 0.20 0.5-1.0 
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イ．トヤマエビ種苗牛産技術導入試験

【目的】

日本栽培漁業協会若狭湾事業場小浜施設からトヤマエピ種苗の供給を受けて放流し，トヤマエ

ピの生物学的，資源学的知見を収集し，トヤマエピ放流技術の開発に関する知見を得る。

【材料と方法】

１．種苗の放流

（１）放流年月日

昭和６２年４月２８日

（２）放流場所

親エビ３６－４７－５０Ｎ１３７－１７－１０Ｅ

（浜黒崎沖2.0マイル，水深１５０ｍ）

幼稚エビ３６－４６－ＯＯＮ１３７－１９－２０Ｅ

（上市川沖0.7マイル，水深１００ｍ）

（３）種苗のサイズ及び放流尾数

親エビアトキンス型標識（６２Ａ黄）平均体長１６４”（１５５～１７３”）

平均体重６８．９１（５９．１～７８８１）

５３尾

アトキンス型標識（６２Ｂ白）平均体長１１９”（９３～174麺）

平均体重２８．８１（１３．３～８１．１１）

２４７尾

稚エビ平均全長１２．９，２（１０．５～17.4”）１６万尾（無標識）

（４）放流の方法

放流龍に種苗を入れて海底まで下げ，底蓋を開放して行った。

【結果の概要】

１．標識装着エビの再捕状況

昭和６３年３月３１日までの再捕は３尾で，その概要は次のとおりであった。

（１）再捕年月日昭和６２年７月１６日

再捕場所富山市岩瀬沖，水深２２０ｍ

再捕漁具エビ寵

標識番号６２Ｂ

サイズ３６”（頭胸甲長）

（２）再捕年月日昭和６２年９月１７日

再捕場所放流地点
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ワカメ養殖

技術指導

エビ寵

６２Ｂ

２０５，m(体長）

４８１

昭和６２年１０月１３日

放流地点

エビ髄

６２Ｂ

不明

(3)再捕年月日

再捕場所

再捕漁具

標識番号

サイズ

【調査結果登載印刷物等】

なし

ウ．増養殖技術指導

昭和６２年度に行った増養殖技術指導は，下表の通りであった。

昭和６２年度増養殖技術指導の概要

４月１７日

７月２９日

７月３１日

８月１９日

内 容対象機関年月日項目

クルマエビ増殖

技術指導

太田浦漁協

同上

６２年５月１０日

６２年１１月２日

採苗指導

沖出し指導

再捕漁具

標識番号

サイズ

５月１１日

５月２５日

６月３日

６月５日

６月１５日

７月６日

７月２７日

年
年
年
年

２
２
２
２

６
６
６
６

朝日町

同上

県下市町及び漁協

朝日町

中間育成及び放流技術指導

中間育成技術指導

中間育成及び放流技術指導

放流技術指導

朝日町

同上

道下漁協

朝日町

道下漁協

同上

同上

アワビ増殖

技術指導

－４９－

放流技術及び追跡調査方法の指導

同上

漁獲実態及び放流貝の成長調査

放流技術指導

漁痩実態及び放流貝の成長調査

同上

同上

年
年
年
年
年
年
年

２
２
２
２
２
２
２

６
６
６
６
６
６
６



5. 温排水利用養魚技術試験

萩原祥信

【目的】

富山新港火力発電所から排出される温排水の有効利用を図るため，タイ類， ヒラメ等の親魚育

成及びクルマエピ中間育成について.北陸電力暢及び富山共同火力側と共同研究を行った。

【方法】

第 14回温排水利用委員会(62年6月17日)で承認された研究計画に基づき，富山新港火力発

電所内の温排水理用水産研究センターにおいて飼育試験を実施した。

【試験結果の概要】

1. 温排水飼育池水温

主な飼育池の飼育期間中の平均飼育水温は， 4月18.2t;， 5月20.7
0C，6月24.0oC， 7月

25.2
0

C， 8月27.1
0

C，9月26.9
0

C，10月 23.3
0

C，11月23.4
0

C，12月22.1
0

C， 1月21.4

oC， 2月19.40C， 3月 18.40Cであった。取水平均水温との差は0.9-7.7 oCの範囲にあった。

2. 育成試験結果

(1) クルマエピ中間育成

62年8月21日に県栽培漁業センターより平均全長(以下全長)18即，平均体量(以下体

重)32昭のクルマエピ稚仔21，000尾を受け入れ，同年9月5日までの 15日間中間育成し

た結果，生残尾数は 11，500尾(全長 31ml，体重2081119)で，生残率は， 54.8%であった。

これを堀岡地先に全数放流した。

(2) マダイ親魚育成試験

10年魚 28尾(全長 59C1R， 体重 4，2009 )を 62年3月から翌年3月まで飼育した結果，

全長 62C1R， 体重 4，5009となった。 7年魚については 19尾(全長 53C1R， 体重3，0009 ) 

を 62年 3月から翌年 3月まで飼育した結果，全長 56C71Z， 体重3，3009となり，生残率は，

89.5%であった。 3年魚26尾(全長 40C1R， 体重 1，2509)を 62年 3月から翌年3月まで

飼育した結果，全長43C71Z，体重 1，5009に成長し，へい死などはなく，生残率は100%であ

った。 2年魚103尾(全長 38C71Z，体重1，0729)を62年3月から翌年3月まで飼育した結

果，全長40Cl11， 体重 1，2709まで成長した。 1年魚370尾(全長 20.9C71Z，体重 3709) 

を62年3月から翌年3月まで飼育した結果，全長 38.2伺，体重1，0509まで成長した。 o

年魚については 62年9月22日沿岸漁業振興公社より 350尾(全長8C1R， 体重89)を受け

入れ 63年3月23日まで飼育した結果，全長 21C1R， 体重 1759まで成長した。生残率は

37.7%であった。

育成したマダイ親魚を用いて採卵を行い 62年4月10日から同年5月31日までに受精
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卵総数4,975万粒を得た。受精卵数は前年度の５１．８％であった。

(3)ヒラメ育成試験

３年魚５尾(全長５０．３醜，体重１，８５０１）を６２年３月から同年９月まで飼育した結果，

全長５１．０噸，体重１，９００１まで成長した。１年魚２３７尾(全長３３．０cmI，体重４８０１）を６２

年３月から翌年３月まで飼育した結果，全長４６．０廓，体重１，２８０１まで成長した。０年魚

２５０尾（全長１３．０“，体重３５９）を６２年９月から翌年３月まで飼育した結果，全長３１．６

噸，体重４６０９まで成長した。生残率は６３．２％であった。

(4)クロダイ育成試験

５年魚１２尾(全長４３．０”，体重1,5661）を６２年３月から翌年３月まで飼育した結果，

全長４５．０”，体重１，７３０１となり，生残率は８３．３％であった。また，１年魚６０尾（全長

１７．７q､，体重９３１）を６２年４月から翌年３月まで飼育した結果，全長２８．０”，体重６００

１まで成長した。へい死はふられなかった。

(5)イシダイ育成試験

７年魚３０尾（全長４５cmI，体重１，５４０１）と５年魚１０尾（全長３９．２”，体重１，１１０’）

を６２年３月から翌年３月まで飼育した結果，７年魚は，全長４６“，体重１．７００９，５年魚

は，全長４０．５廓，体重１，３００１となった。へい死はふられなかった。

(6)ブリ育成試験

４年魚８尾（全長８２廓，体重７，５００１）を６２年３月から同年９月まで飼育した結果，全

長８６”，体重８，７００１まで成長し，生残率は７５．０％であった。２年魚５尾(全長５８”，体

重２，４００１）を６２年３月から同年９月まで飼育した結果，全長７２”，体重５，５００１まで成

長した。生残率は１００％であった。

(7)アワビ及びサザエ育成試験

アワビ６年貝５０個（平均殻高(Ｌｍ愚塙)9.5”，体重１１３１)を６２年３月から翌年３月ま

で飼育した結果，殻高１０．２”，体重１４０１まで成長し，へ1,､死はふられなかった。

また，サザエ３年貝４６０個（殻高5.5”，体重４０’）を６２年３月から翌年３月まで飼育

した結果殻高6.8cm１，体重８１１まで成長した。１年貝２００個（殻高1.3師，体重０．６１）

を６２年１０月から翌年３月まで飼育した結果，殻高2.6”，体重３．５１まで成長した。へい

死個体はなかった。

(8)ブリ中間育成

１年魚131尾(全長40.8”,体重7901)を62年３月から翌年３月まで飼育した結果,全長59.0

”，体重2,8009まで成長した。また，０年魚145尾（全長36.0”，体重4251)を62年10月から

翌年３月まで飼育した結果,全長40.0”,体重９５０９まで成長した。生残率は９９．３％であった。

[調査結果登載印刷物等】

第１５回温排水利用委員会会議資料1988.6.15富山新港火力発電所
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Ⅷ富山湾漁場環境調査

1．漁業公害調査指導事業

◎萩原祥信・若林洋

【目的】

富山湾沿岸における定圏漁場の水質環境の現況を把握し，汚濁監視のための資料とする。

【方

(1)

（２）

法】

調査定点

調査方法

③饗裟
(4)分析項目

(5)調査回数

宮崎～宇波地先の定置漁場の２７定点と河川前の４定点，計31定点(図－１）。

各定置網の採水責任者が表層水を採水し，県漁連が試水を収集し，水試に搬後，

分析を行った。

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温，漁獲物及び漁獲量。

ＰＨ，塩分濁度，ＣＯＤ

１２回（６２年４月～６３年３月，８月末調査・６月２回調査）

【調査結果の要約】

調査定点における表層水の分析項目別の最大値及び最小値は，それぞれＰＨ8.6（沖の網他３

点）と７．３（小矢部川前），塩分34.23（青塚三番他１点)と0.96(小矢部川前），濁度6.0噸/′

（小矢部川前）と０．０噸／‘（茂淵一番他３点），ＣＯＤ３．７m陽／'（小矢部川前）と0.1,2/1'(宮

崎（沖）他２点）であった。

【調査結果登載印刷物等】

昭和62年度漁場環境保全対策事業調査報告書昭和63年６月富山県水産試験場
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図-1 漁場環境保全対策事業調査定点図



2.”公共用水域水質測定調査

◎萩原祥信ず若林洋

【目的】

水質汚濁防止法第16条番１項の規定に基づき６２年度の富山湾海域（公共用水域）の水質汚濁

状況を把握するため，試料採水及び水質分析を行う。

【方法】

(1)調査海域及び定点数

小矢部川河口海域７点（図－１）

神通川河口海域７点（図－１）

その他の地先海域１０点計24点（図－１）

（２）測定回数

d矢部川河口海域毎月１回計１２回

神通川河口海域毎月１回計１２回

その他の地先海域４．５．７．８．１０．１１月計６回

（３）測定項目

気象（天気，風向，風力，波浪，ウネリ）

水質（水温，ＰＨ，ＤＯ，ＣＯＤ）

.(4)調査方法

漁場環境調査船「はやつき」及び漁業指導調査船「立山丸」により，各調査定点（環境基準

点）の表層及び２ｍ層を採水し測温・ＤＯ固定等を行い，試水を当場に持ち帰り，ＰＨ・ＤＯ

・ＣＯＤの分析を行った。

【調査結果の概要】

毎月，測定データを県公害対策課へ報告し，県公害対策課が結果をとりまとめた。

６２年度における汚濁状況をＣＯＤで承ると，環境基準点24定点の測定値は，１．１～2.2,2／′

で，すべての定点で環境基準のＡ類型［２”／’］又はＢ類型［３噸／‘］に適合しており，良

好な水質であった。

【調査結果登載印刷物等】

昭和63年度環境白書 昭和63年７月富山県

－５４－
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3．赤潮等対策調査

◎萩原祥信・若林洋

【目的】

富山湾における赤潮の発生による水質汚濁の状況，赤潮プランクトンの種類を随時調査把握し，

その情報を関係機関及び漁業者に通報する。

【調査方法】

調査期間における水質分析結果や公共用水域水質測定等の他調査で得られた赤潮情報から，赤

潮海域の範囲，期間，赤潮構成主要生物等を明らかにした。

(1)調査項目

水温，水色，ＰＨ，プランクトン同定，同計数他

(2)調査実施状況

６２年６月から８月にかけて計７回漁場環境調査船「はやつき」により実施した。また，他の

調査時にも随時赤潮の調査を行った。

【調査結果の概要】

・本年度，当水試が確認した赤潮発生回数は６回で，延７１日であった。赤潮発生時期は，５～

９月で例年と同様であった（表－１）。

・赤潮構成の主要生物は珪藻類（“αefoceγossPP，鍬ejet…､αＣＯ…ｔｕｍ）であった。

・赤潮水域は．氷見市宇波地先から黒部市地先の沿岸域であった。

・赤潮情報を３回関係機関及び漁業者に通報した。

【調査結果登載印刷物等】

昭和６２年度漁場環境保全対策事業調査報告書昭和６３年６月富山県水産試験場
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表-1 昭和62年度の赤潮発生状況

1 2 3 4 5:6 7 8 9 10:1112131415:1617181920:2122 23 24 25匂z728 29 30 31 
発生期間 ‘ 

: • 5 
発生海域 黒部市地先珪→:滑凍川市類地先月
赤潮生物

発生期間
6 

富山市地珪先;1氷藻見類市地先月
発生海域

赤潮生物

発生期間
7 
発生海域 黒部市地先~高岡市地先月
赤潮生物 珪藻類: : 

発生期間 4 
1f • 8 

発生海域 高岡市地先~氷見市地先 風師市地珪先→i柑i車JII市類地先月
赤潮生物 珪藻類 j : 
発生期間 ー.

. 
' 9 

発生海域 i入普町地珪先~藻1輔類湊市地先月
赤潮生物

10 
発生期間

月
発生海域

赤潮生物

11 
発生期間

: 
月
発生海域

赤潮生物

4. 滑川地先海域環境調査

。萩原祥信・若林洋

【目的】

滑川市からの委託により，滑川市地先海域の環境を監視するため，当海域の水質及び底質を調

査するoo 

【方法】

(1) 調査海域

高塚地先海域内の

大川河口より半径200m沖合3点

" 500 m沖合3点

" 1，000 m沖合1点(底質を除く)の7点(図-1)。
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図－１水質測定定点図

(2)測定回数

水質６２年６月５日，１２月９日の２回

底質６２年６月１９日，９月３日，１２月８日，６３年３月８日の４回

(3)測定項目

気象（天気，風向，風力，波浪，ウネリ）

水質（水温，水色，透明度，塩分ＰＨ，ＤＯ，ＣＯＤ，重金属類）

底質（粒度組成，強熱減匙ＫＭｎＯ４消費量（ＣＯＤ），硫化物）

(4)調査方法

水質は，調査定点で表掴及び2,,,掴から採水し，測温等を行い，畦質は，

６定点で採泥し，分析は，滑川市が委託した民間会社で行われた。

【調査結果の概要】

毎回，水質測定結果を滑川市市民生活課へ報告した。

昭和62年度における汚濁状況をＣＯＤで承ると，０．２～0.8噸／‘で，すべての地点で環境基

準のＡ類型［2,1／‘］に適合しており，良好な水質であった。

【調査結果登載印刷物等】

滑川市の公害概況昭和63年３月 滑川市市民生活課
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Ⅸ魚病対策事業

1．魚病対策事業

◎若林信一・宮崎統五

1．魚類防疫対策事業

（１）防疫会議

防疫に関する知識の普及を図るため，下記の要領で防疫会議を開催した。

日時：６３年３月２２日

場所：富山市内

出席者：養殖業者及び関係水産団体職員計１６人

主な課題：防疫体制の整備について

（２）魚病診断件数

６２年度に富山水試で行った魚病診断は27件であった。その内訳を表－１に示した。

（３）魚病発生防止対策

ア．６２年１２月１６日～１８日にイワナ養殖場１０ケ所の水質調査を行った。

イ．魚病情報の収集を行い，その結果について業者に知らせた。

（４）種苗の魚病検査

ヤマメにＢＫＤの発生がみられたサケ・マスふ化場で，生産されたサケ種苗及び県外から移

入したヤマメ種苗の検査を実施したところ，原因菌は検出されなかった。

（５）魚病講習会

魚に関する知識の普及を図るため下記の要領で魚病講習会を開催した。

日時：(1)に同じ

場所：〃

出席者：〃

内容：６２年度のサケ科魚類魚病発生状況と対策について解説を行った。

（６）サケ科魚類防疫拠点確保緊急対策

イワナ養殖場７ケ所で，ＢＫＤ検査を実施したところ，原因菌は検出されなかった。

2．水産用医薬品指導

（１）医薬品適正使用対策

日時：(1)に同じ

場所：〃

出席者：〃

実施内容：医薬品使用基準の説明
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鵜撫；

昭和６２年度の魚病診断内訳

ｌＨＮＶ；ＩＰＮＶ

Ａ.ＪⅦ胸7zmlZcjda

c7加ﾛtひｃｍＺｍｊ汀並、８

効果処 瞳原因症 状魚種病名発生時期

;灘鵜繍§

鮭致冒びカス貯留し，姥
礎死数減少

莞死数減少

：;瀦灘るが'すぐに
苑死数減少

腹部膨満，ガス貯留

ピンヘッド，鰐の退色，粘液肥厚

鴎の退色，粘液肥厚

鯛蓋出血，腸管発赤，腹顔起部出血

鰐退色

眼球突出，体色黒化腎壊死貧血

僻色難色鰐退色,腸管内粘液貯留
縄響赤瀦鶏I謬鴎雛脹
尾鰭欠損,腹部膨満,姥死数は少ない

唄
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
桐
調
明
明
明
明
明
明
明
明

１
１
１

奔

奔

６
６

ガス抜き

296食塩浴

２冊食塩浴

池替え
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(2)医薬品残留検査

食品として安全な養殖魚を確保するため，東砺波郡城端町,利賀村,平村,上平村及び西砺波

郡福光町の養殖業者の池から出荷前のイワナ３尾を１検体として４５検体を採集し，うち２７検

体について可食部中のスルファモノメトキシンの残留を，また，１８検体についてオキソリン

酸の残留を検査した。その結果いずれの検体にも残留は認められなかっこ。

【調査結果登載印刷物等】

なし

2．魚病対策技術開発研究

◎若林信一・宮崎統五

ｱ．降海性サクラマスの防疫技術開発研究

【目的】

治療及び予防が困難な病原体に汚染されていないサクラマス放流種苗を量産する技術を確立す

るために，サクラマスの増殖事業が実施されている富山漁業協同組合神通川さけ．ますふ化場

（富山県大沢野町塩）及び庄川沿岸漁業協同組合連合庄川養魚場（大門町広上）における伝染性

疾病の実態及び伝染経路を調査し，その防疫に関する基礎資料を得る。

【方法及び概要】

（１）垂直感染を防止するための基礎資料を得るために採卵，採精に用いたサクラマス親魚６６尾

について，ウィルス性疾病，せつそう病，ビブリオ病及びＢＫＤの病原体の保有状況を調査し

た結果，２検体から』eγ０m｡…，ａｊｍｏ乃jcjdaが検出されたが，その他の病原体は検出されな

かった。

(2)飼育中の稚魚については，神通川さけ．ますふ化場では４月キロドネラ症，５月から８月に

かけてＩＨＮ，ＩＰＮ及びせつそう病の発生が承とめられた。せつそう病に対しては，オキソ

リン酸（以下ＯＡ）及びスルファモノメトキシン（以下ＳＡ）の治療効果は承とめられなかっ

た。

一方，庄川養魚場では４月にキロドネラ症，５月から７月にかけてせつそう病も発生が承と

められた。神通川さけ．ますふ化場の場合と同様，ＯＡ及びＳＡのせつそう病治療効果は桑と

められなかった。

－６１－



(3)このことから，両ふ化場においてはＯＡ及びＳＡ耐性Ａ・sajmo冗zcjdajの存在が考えられた

ので，両ふ化場で分離した血．，αj””j“α及び天然魚の保有する』.ｓａｊｍ｡……のＯＡ，Ｓ

Ａ，オキシテトラサイクリン（以下ＯＴＣ）及びチアソフェニコール（以下ＴＰ）に対する薬

剤感受性を調査したところ，すべての供試菌株がＯＡ及びＳＡ耐性を示したが，ＯＴＢ及びＴ

Ｐに対しては感受性を有していた。

(4)ＩＨＮＶ汚染された親魚から健全な種苗を生産するための技術を開発するため，ＩＨＮの

催病歴のある親魚から個体別採卵，採精試験を行ったが，試験に供した親魚にＩＨＮが確認さ

れなかったために試験は中止した。

【調査結果登載印刷物等】

昭和62年度魚病対策技術開発研究成果報告雷サケ科魚類の防疫技術に関する研究

昭和６３年３月 (社）日本水産資源保護協会
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X 海洋深層資源、の有効利用技術の開発に関する研究

『深層水の物理的環境の解明に関する研究 j

【目的】 原武史。奈倉昇

富山湾内の深層水と湾外との交流及び湾内の物理的環境の季節変動を明らかにして，海洋の深

層水の有効利用に資する

【方法】

昭和62年5月19--20日 8月10--12日，

11月 30日-12月1日，昭和 63年2月18- 3dN 

19日に漁業指導調査船「立山丸」により，富

山湾及び日本海域の調査定点(図ー 1) 16点

において 0， 10， 20， 30. 50. 75， 100， 

150. 200. 300. 400. 田O. 700 • 1. 000 

1，500 mの各層からナンセン採水器により採水

すると同時にc.T. D (ニーJレプラウンマー
ク3B )によって，水温，塩分について測定し

た。なお，表面の塩分についてはサリノメータ

により測定した。また，採水したサンプルにつ 37 

いては，水産試験場に持ち帰り， リン酸態リン，

硝酸態窒素，亜硝酸態窒素，佳酸について分析

したo

【結果の概要】

10 . 

/吉川
JT-N 

111 . 

d ヘ・168・¥，。

TO'/'~凶飢

137・

14 . 

_12 

図-1 観測定点

130-E 

富山湾の湾口に相当するT-N線断面及び洋上型深層水実験計画区域であるSt.2における

昭和61年秩季(12月).昭和62年冬季(2月)，春季(5月〉及び夏季(8月〉の水温，塩分及

び栄養塩の四季別変動は以下のとおりであった。

T-N断面の鉛直分布

富山湾内の水温鉛直分布の四季別変動幅は，暖流水系水擁の対流圏内にある 150m 以浅におい

て大きく，この水深範囲において，秩季から冬季に鉛直混合が発達し，冬季は150m深にまで

及んでいる。

温度随周は季節によって変動するが，四季を通じて最も下回にある冬季は 150-200m層に，

最も上層にある夏季は30-50 m層にそれぞれ存在していた。

200 m深における水温の最高値は冬季の 8.0't台，最低値は夏季の 5.0 't台であったo
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300m以深に存在しているといわれる日本海固有冷水の水温は，四季を通じて変動幅は小さく.

1. 0 -2. OOC台であった。秋季，冬季に湾中央から能登寄りにおいて 2.0
o
C台とやや高い値を示

したが，他は全て1.0
0C台であった。 500m以深より 900-1，000mの底層付近までは0.5-0.2

℃台で小さく変動し，その水温の分布は四季を通じてほぼ一定であった。

湾内の最高塩分値を示す水深は，湾内に流入する暖流中核部に相当するが，秋季，冬季の鉛

直混合及び春季~夏季の暖流水系流量の増大等によって.その水深は四季によって変動してい

る。最高塩分値を示す水深は，秋季が 140-170m深に，冬季が 200m深にと深さを増してい

るが，春季は60-100m深，夏季は 100m深に存在し， 夏季の最高塩分値の水深が例年に比

べてやや深し、。また今回は，春季に 34.50の高塩分域が能登の沿岸寄りに存在するという特異

な現象を示した。 300m深では冬季及び春季に 34.09台がみられたが， 400 m以深は夏季に

34.07台で，他は38.08台を示し，季節による差は 0.01であった。なお湾内における河川水

の影響は，春季において富山県東側の沿岸寄りに強くみられ， 31.00の低塩分値を示した。能

登沿岸寄りは四季を通じて塩分の変動はなく，河川水の影響はほとんどみられなかった。

富山湾の栄養塩類の供給は，秋季から冬季における鉛直混合に最も影響される。特に春季に，

植物プランクトンの大増殖による栄養塩の消費が行われるとともに，貧栄養な対馬暖流水の進

入による成層化に伴い下層からの補給がなくなるために， リン酸塩濃度が夏季から秋季に低下

する傾向がみられ，秩季の海面では0.05μg-at/t以下の濃度となる。この現象は，今回の調

査によっても顕著にみることができた。リン酸塩が 0.1μg-at/t台以下の低濃度を示したの

は，秋季では能登沿岸の一部を除いて 10-100m深，春季は50-150飢深， 夏季は 75m以

浅であった。冬季の海面は鉛直混合によって 0.2μg-at/t台まで回復した。 これは春季に比

べて 25倍の高濃度であった。 300m深では春季及び夏季に1.5-1.8μg-at/t台であったが，

秋季及び冬季には1.0-1.6μg-at/t台でやや低い値を示した。なお 400m以深より底層にお

いては四季を通じて 2.0-1.5μg-at/t台の範囲でその分布はほぼ均一であった。

硝酸塩は，秋季から春季において海面から100m深までは測定されず，夏季が0.1-3.0.ag-at/包

の低い濃度範囲であった。 300m深では， 秩季から冬季が 5-10μg-a~ノゼ，春季から夏季が

15-20μg-at/匂 400m深から底層の 1，000m深までは，秩季から冬季が8-14μg-at/t， 

春季から夏季が 19-27μg-at/習の濃度範囲にあった。 300m~深の深層水域においては，

春季にかけて濃度が上昇し，秩季から冬季にかけては減少する傾向がみられた。

海面の珪酸は，秋季から冬季は6-10μg-at/tであった。春季に湾東部沿岸よりのSt.4，5

で， 22 ，ug-at/t， 34 ，ug-a t/匂の高濃度の分布がみられたが，他の観測点では 0.2-5.0 

μg-at/，ム夏季が1.0-8.0 μg-at/tであった。 300m深は，四季を通じて30-40μg-at/t

の濃度範囲にあって，大きな変動はみられなかった。

富山湾沿岸海域(St.2)の0，300m深の四季別比較

深層水の実験予定位置に計画されている St.2付近の沿岸海域は，氷見神の海深520mに位

置してL、る。この海域における海面水温の最高値は夏季 25.6
0

C，最低値は冬季9.7
0

Cであった。
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300 m深における水温の最高値は秋季の 5.35CC，最低値は夏季の 1.07CCであった。

海面における塩分の最高値は春季33.74，最低値は冬季の 32.55で，河川水の影響が若干み

られた。 300m深は秋季と冬季で高く 34.10台，春季と夏季で34.07-34.06台の深層水の

特性塩分値を示した。海面のリン酸塩ま，春季から秩季まで0.1μg-at/t台より低い値を示

し，冬季は 0.1μg-at/t台であった。 300m深での最高値は夏季の 2.19μg-at/t，最低値

は，秋季の1.21μg-at/tであった。

実験予定期間である夏季の 300m深の水温は四季を通じて最低で，塩分，栄養塩は深層水の

特性を示した。

【共同調査研究機関】

日本海区水産研究所

【調査結果登載印刷物等】

「海洋深層資源、の有効利用技術に関する研究J昭和62年度研究成果，昭和63年9月 科学

技術庁研究開発局海洋開発課
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E 魚類雌性発生技術確立試験

宮崎統五

【目的】

サケ科魚類を対象に，雌性発生技術を応用して放流用種苗を増産する技術を確立するとともに，

不稔 3倍体作出按術を応用して養殖用種苗の改良を図る。

【方法】

(1) 精子の染色体不活化試験

一一振温条件の検討一一

サクラマスの精液を， 2 X 106精子細胞/m4になるように希釈し，ベトリシャーレに約0.1

聞の層となるよう一面に拡げた。水平振盤機(直径15cmの円運動を行う〉にシャーレを設置し，

速度を変えて振湿しながら， 0.4 trN/dの紫外線を90秒間照射した後，サクラマス卵約 150

粒をシャーレに加え，常法により媒精した。また，紫外線を照射せずに振量のみを加えた場合

を対照区としたo 同様の実験を 2尾の雄サクラマスより得た精液について繰り返して行った。

その後ふ化槽に収容し，発眼率及びふ化率から本条件下での精子染色体不活化のための最適な

振温条件を求めた。

(2) 第2極体放出阻止による染色体倍化試験

一一高温度処理条件の検討一一

雌サクラマス 3尾から開腹採卵し，それぞれをサクラマス精液で媒精し 10-cで 10分間疲

水させた後，約600粒を 24-cから 36-cの調温水 25tに 3分から 48分間浸潰し，ふ化水槽に

収容した。その後，供試卵数に対するふ化教の割合と，ふ化稚魚の 3倍体出現割合を調べるこ

とによって，第2極体放出阻止に適した条件を求めた。

(3) 雌性発生サクラマス稚魚を用い，ふ化直後より毎週 1時間 0.5，1. 0及び2.0ppmのメチルテ

ストステロン (MT)に浸潰した。浮上後2群に分け，一方にはMT1昭Vk9dietの飼料を経

口投与し，一方はMT漫潰を継続した。その後22ヶ月令の時点で解剖し，生殖巣の形状を対照

区と比較した。

(4) 不稔3倍体サクラマスの種苗特性評価試験

一一不稔3倍体サクラマスの駿素要求に関する検討一一

体重83.7から141.39-の不稔3倍体サクラマス5尾について，水温15.1士0.1
0

Cの条件下で，

1，950meの呼吸室を用いた閉鎖法によって，時間・体重当たりの酸素消費量を30分間測定した。

更に窒息に至らしめた時点での残存酸素浪度を調べ，雄 5尾及び雌 3尾の対照区と比較した。

(5) 全雌サクラマスの種苗特性評価試験

全雌サクラマスの厳素要求に関する試験

雌性発生サクラマスを性転換によって雄化し，これより得た精液を用いて作出した全雌サ
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クラマス稚魚８尾を供試した。供試魚を１尾ずつフランピンに収容し，注水しながら１夜放

置し，注水の溶存酸素濃度を測定した後フランビンを栓で封じ，へい死に至るまでの時間と，

へい死直後の溶存酸素濃度を測定することによって，時間・体重当たりの酸素消費量と，残

存酸素濃度を測定した。試験中の水温は13.1士０．１℃であった。また，通常の雄の精液で

作出した稚魚６尾を対照として用いた。

－６７－

１

｡｡‘を
＜Ｐ【結果の概要】

(1)試験結果を図－１に示した。

対照区の発眼率は，実験１，２，

ともに87%以上,ふ化率９０ボ
％以上で,振麗回数が増加し鷺
ても受精及び発生に対する影び

響は認められなかったが,試定
験区では振過回数が増加する(謡
と発眼率は一時低下し,９６回

／分に至ると回復する傾向が

認められ，半数体の特徴を示

す卵数の割合も増加した。な

お,'パｻﾂ'の振過回数において

も１％以上の正常にふ化する

個体がみられた。以上のこと

から，本実験条件では，精液

に振過を加えることで個点の

精子の染色不活化は促進され

るが，全ての精子の染色体を

不活化することはできないと

思われた。

０ 1２ ４８２４ ９６

閉
一
【
’

]ロノ、１

０ １２２４４８９６

振遼回数（回／分）

紫外線3.600ｅｒｇ／減を照射しながら振過したサクラーマス精液を用いて媒精した時

の発眼率及びふ化場

○は対照区の発眼率，△は対照区のふ化率，●ま照射区の発眼率及び，▲ま照射区のふ化率を示す。
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試験結果を図-2に示した。受精卵の処理温度が24
0

Cと低い場合は，

ても 3倍体の出現はみられず， 36
0Cと高い場合には全卵が発死した。 3倍体は270Cから33

0

C

の区で出現し， 30
0

C 6分間漫潰区で3倍体の作出書j合{(ふ化数/供試卵数)x ( 3倍体尾数

/検査尾数)x 100 }の平均が 41.7%と最も高かったことから，至適条件であると思われた。

浸潰時聞が長くなっ(2) 

80 

60 

'0 
20 

3
倍
体
作
出
割
合
の
平
均
値

。
"8 2" 12 6 3 

漫潰時間〈分〉

サクラマスの受精卵を，温度と時聞を変えて処理した時の3倍体の作出割合

I・最大と最小の編
.を示す~: 33'C， 図 30'C，口:2 'C， 

図-2

(ふ化数x3倍体数 100)
供試卵数検査尾数...， .&.Vソ

結果を表-1に示した。精巣を形成した個体数は，浸潰 1.0ppmー経口投与区で 23尾中に1尾，

浸潰0.5ppmー経口投与区で30尾中に 13尾であった。

(3) 

生殖巣の形状
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(4) 試験結果を表ー2に示した。不稔3倍体サクラマスの酸素消費量及び残存酸素濃度は対照区

と有意差が認められなかったことから，不稔3倍体と 2倍体では，酸素要求量及び低酸素水中

で生存する能力に差はないと思われた。

表-2 不稔3倍体サクラマスの平均酸素消費量及び平均残存酸素濃度

区分 供試尾数
体 重 平均酸素消費量 平均残存酸素濃度

(9 ) ( lll9/kgBWornin) (Ill9/s) 

不稔3倍体 5 83.7 -141. 3 1. 81土0.0478(SE)1. 03土0.0638(SE) 

対照区 8寧 64.3-125.2 1.92士0.0659(SE) 1. 21土0.0993(SE) 

*雄5尾，雌3を供試

(5) 試験結果を表-3に示したo全雌魚の酸素消費量及び残存敵素濃度は対照区と有意差は認め

られなかったことから，不稔3倍体と 2倍体の聞には，酸素要求量及び低酸素水中で生存する

能力に差はないと思われた。

表-3 全雌サクラマスの平均酸素消費量及び平的残存酸素温度

区分 供試尾数
体 重 平均酸素消費量 平均残存殴索濃度

(9 ) (l1I9/kgBW・min) (rtII}/s) 

全雌区 8 0.6-2.2 3.42土0.1214(SE) 0.82士0.0492(SE)

対照区 6 0.6-1.8 3.29土0.0998(SE) 0.81土0.0619(SE) 

【研究結果登載印刷物等】

昭和62年度農業及び水産業におけるパイオテクノロジープロジェクト研究成績椀要 昭和

63年 3月 富山県

昭和62年度地域バイオテクノロジー研究開発促進事業報告書〈染色体操作によりサクラマスの

不稔3倍体大量生産技術開発研究〉 昭和 63年3月 富山県水産試験場
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加秋さけ漁業調査対策事業

。渡辺 健・高松賢二郎

【目的】

沿岸漁業振興を担う重要な資源となっている秋きけについては.産卵回遊に関する生態特性が

十分に確明されていなし、ために，その漁獲及び再生産用親魚の確保をめぐる漁業調整上の問題が

提起されているo そこで，定置網で採捕された回帰秋さけ親魚を標識放流し，沿岸・河川等で再

捕された結果を定性的，定量的に解析することにより，産卵回遊期における回遊経路，回遊時期，

回遊量等に関する資料を整備し，もって，合理的な秩さけ資源の管理及び漁業調整に資する。

【調査方法】

県水産漁港課は，秋さけ標識放流調査擬す会及び啓蒙活動等を分担し，水試は標識放流調査を

分担した。

1.放流場所

本県東部に位置する魚津市経団地先の小型定置網の漁丸〈すなどりまる〉で採捕された秋さ

けに標識を装着したo 放流地点は当該定置網より沖合 3海里の地点とした。

2. 旬別放流尾数

10月27・28日に 27尾 11月9日に19尾 11月20・25日に 20尾，計66尾に傍磁をつ

けて放流した。

【結果の概要】

(1)本調査で放流した66尾の秋さけのうち再捕されたのは40尾〈再捕率60.6%)で，総て富山

県内で再捕された。このうち沿岸での再捕は4尾で，河川での再捕は36尾であった。

(2) 標識放流時及び再捕時の体色を銀毛， Aプナ， Bプナ， cプナの 4段階に分けて成熱度の判

定を行った。標識放流時の成熟度.1， 10月下旬ではAプナと Bプナ 11月上・中旬ではBプ

ナが多かったo また，放流時の成熟度別で見た河川再捕秋さけの放流後経過日数は， Aプナで

平均7.5日間， Bプナで5.9日間， cプナで4.0日間であり，熟度の進んだ秩さけが短い期間
で河川にそ上する傾向が見られた。

(3) 放流地点から河川内再捕地点までの最高直線距離は40伽で，再捕までの最高経過回数は 16

日であった。

(4) 旬別の放流地点と再捕場所を図-1-3に示したo 10月下旬は 15尾の再捕のうち放流地

点より北方向へ移動したものが9尾と多く，また，放流地点から印刷以内での再捕が多かった。

11月上旬は，前旬と比較して南方向へ多く移動する傾向があり， 16尾中 13尾が南方向での再捕

であったo 11月下旬も同様に南方向への移動が目立ったo

(5) 時期別に1尾当たりの平均移動速度を見ると 10月下旬1.4伽/日 11月上旬3.6伽/日

-7 0ー



本県産秋さけ

11月中旬 4.3伽/日であり，旬を追うごとに移動速度が速まっていた。

本県で放流した標識親魚が他県の沿岸・河川で再補された例はなかったので，

と県外産秋さけとの量的関係については推定することはできなかった。

(6) 

秋さけ標識放流親魚の再捕位置

しベン
/
¥
l
f
l
i
r
-
-
j
 醐

点
所

定

地

場

獲

流

捕

漁

放

再

会

合

・

1 0月下旬

〆

/ 

/ 

/ 氷見

秋さけ標識放流親魚の再捕位置

Uζj 
1 1月上旬

-71-

〆

・

見

〆

氷，，
 

，，
 

，r
・'s
・・』，.，
a
・''



図－３秋さけ標識放流親魚の再捕位置

平信』

男亭〃円

●再捕場所

【調査結果登載印刷物等】

昭和62年秋さけ漁業調査整対策事業報告書昭和63年７月富山県
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ＸⅢ黒部湖における一般環境調査

◎高松賢二郎・萩原祥信・宮崎統五

【目的】

黒部湖における一般環境の現況及びヒメマス等の種苗放流後生息状況を把握するため，理化学

環境調査，生物環境調査及び魚族資源調査を実施する。（関西電力株式会社の侭頁による調査）

【方法】

調査時期

理化学環境調査

生物環境調査

魚族資源調査

62年９月９日～９月１１日

７調査地点透明度，水温,ＰＨ，ＤＯ，濁度，ＣＯＤ

３調査地点プランクトン

刺網（３枚網，水面下50cm垂下）による漁獲

漁獲物測定（魚種，尾又長，体重，雌雄，胃内容物一部年令査定）

【結果の概要】

１．水温は，４．３℃～18.0℃の範囲にあり，表層から２０加層に水温躍層が形成されていた。

２．透明度は４～５ｍで前年に引き続き良好な状況であった。

３．濁度は，0.5,2／'～10.0噸/'で,深度が深くなるとともに濁度が高くなる傾向が引き続き

承られた。

４．ＤＯ（溶存酸素）は，８．４，１６Ｉ/'～9.7配jﾘ/1'で表層から５，層までは１００～１１０％の過飽和状

態で，それ以深では８０～９０％の不飽和状態であった。

５．ＣＯＤは，５０ｍ掴と７５ｍ層の一部を除いて，０．５”／‘前後で，湖沼における環境基準値

ＡＡ型（水産１級）を満足する水質でヒメマス等が生息できる貧栄養湖に分類される。

６．動物プランクトンでは，ＤａｐＡ"jａｓ１ｑ（ミジンコ属）一種の承で，植物プランクトンは，

jvbひ…zaspp．（ナピキュラ属）がごくわずかに承られた。

７．刺し網による漁獲調査を２回実施したところ，イワナ331尾，ニジマス２尾，コイ１尾が漁

獲され，ヒメマスの採捕はなかった。

８．イワナの尾又長は，１３．０cm～３３．２”（平均22.89”）で，体重は，３０３～4１０９（平均

１４５．８９）でbあった。

９．イワナの平均肥満度は，１．２１６であり，尾又長，体重及び肥満度とも５６年度以降に調査し

たイワナと大きな差は認められなかった。

10・今回採捕されたニジマスの魚体と鱗による年令査定したところ，１尾は尾又長17.2cmz，体

重109.21,年令0十魚，他の１尾は２７．５”，３６５．５１，年令2＋魚であった｡また,黒部湖にお

けるニジマスの種苗放流は，５５年を最後に７年間全く実施されていないことから,黒部湖でニ

ジマスの再生産が行われていることが示唆された。

－７３－



11．ニジマスの再生産の確認と持続を検討するため，冬期～春期の水温，餌料環境及び産卵期を

を調査する必要が考えられた。

12．胃内容物から桑たイワナの食性は，水生昆虫に偏っており特にユスリカがイワナの餌料とし

て重要であると考えられた。ニジマスでは，個体数では水生昆虫が多いが，量的には陸生昆虫

に大きく依存していた。

【調査結果登載印刷物等】

な し
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XNはやっき代船調査建造

高松賢二郎

【目的】

漁場環境調査船「はやっきJ(FRP船， 19.97 t， 昭和49年10月竣工〉は，建造後 13年を経

過し，船体FRP部積層部の劣イじ航漉計器の老朽化に伴い，今後沿岸漁業振興のために必要な

調査研究要請に応える機能を完備した調査船を建造する。

【実施状況】

1. 他県水産試験場調査船の調査

他県水産試験場の小型調査船の仕様$，設備についての照会調査を行うとともに，福井県，

島根県，青森県，長崎県の水産訴験場の調査船を現地調査した。

2. 代飴の調査業務，飴型，調査研究機器類に持するアンケート調査

県職員，水産庁日本海区水産研究所職員にアンケート調査を行い，代船建造設計仕様の参考

にした。

3. 専門家からの助言聴取調査

代船建造仕様原案を作成し，この原案に対し，水産庁水産工学研究所，東京水産大学，水産

庁漁船課の有識者から助言を得るとともに，県漁業団体からの意昆も聴取し，設計仕様書(素

案〉を作成した。

4. 代船建造設計業務委託

62年 6月22日 設計仕様書〈素案〉に基づき，株式会社東京設計研究所と富山県栽培漁

業等調査鉛建造設計業務委託契約を締結した。〈委託額2，200千円〉

7月31日 株式会社東京設計研究所から建造仕様書，船価調書及び設計図書の提出

があり，設計を完了した。

この建造仕様書等に対し，再び専門家の意具臆取，県臓員の意見聴取を

行い調整し，建造工事入札用仕様書とした。

5. 代船建造工事及び工事監督業務委託

8月28日 t路委員会〈指名造船所 ヤマハ発動機鮒，日本飛行機鰯， 1 • H • 1 

クラフト側，側石原造船所の 4社〉

9月11日 入札不調のため， 1 . H・Iグラフト側と随意契約により富山県栽培漁

業等調査船建造工事請負契約を縮結した。(工事請負額 170，280千円〉

9月 15日 株式会社東京設計研究所と富山県栽培漁業等調査船建造工事監督業務委

託を締結した。〈委託額2，600千円〉

10月15日 農林水産大臣より漁船建造の認可〈農林水産省指令62水海第 3325号〉

10月26日 1 • H・Iクラフト鮒〈横浜市〉にて起工式
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11月 12日

12月 7日

63年 1月27日

2月22日

2月22日

2月26日

2月26日

3月 3日

3月 11日

3月28日

【結果】

水産庁漁船課に漁船総合検査を依頼

代飴の中間積量速度の実施

代飴建造工事中間出来高検査の実施

1 • H・Iクラフト閥(横浜市)にて進水式及び命名式〈栽培漁業調査

船「はやっきJ)を実施

1 . H・Iクラフト鮒から工事完成届の提出

動力漁船の登録〈登録番号TY 2 -100 ) 

工事竣工検査に係る性能確認，海上公試運転等の諸試験及び管海官庁の

認定検査

漁船総合検査〈水産庁漁船課)，第 1固定期検査〈関東海運局〉等

滑川漁港にて引渡し完了

竣工式

1. 栽培漁業調査船「はやっきJが，今後，下記の調査研究業務に従事することができるよう船

型，登載する装備，機器類を選定した。

(1) 栽培漁業効果調査研究

放流効果調査，造成漁場効果調査，魚類移動追跡調査等

(2) 水産動物の資源、生態的調査研究

ホタルイカ.エピ類曳き網調査， 6離仔採集調査等

(3) 海洋環境実態把撞調査研究

化学的環境調査〈水質，底質)，物理的環境調査〈潮流)，生物的環境調査〈プランクト

ン，ベントス等〉等

(4) 漁具・漁法改良試験研究

定置網改良訴験，一隻曳き改良試験等

2. 本船の特長は， FRP製単板構造で，十分な復原性能及び耐航性を有するとともに，船首及

び船尾甲板での作業性を有し，船尾にトロール漁業のための開口部を備えている。推進機関は，

高速ディーゼル機関600馬力 1機 1軸で，可変ピッチプロペラ及びサイドスラスターを装備し，

柔軟な航行に対応できるようになっている。また船内に空調機を備え，船内宿泊，食事ができ

るようにソファ兼ベッド，賄室，水洗トイレも備え，快適かつ衛生的な居倒茎となっている。

3. 本船の主要目と主要犠器は次のとおりであるo

(1)主要目 (2) 主要機器

長さ〈全長) 20.45 m GP S航法装置

〈登録長) 17.00 m 航法表示器・航跡記録器

幅(登録) 4.08 m C T D装置
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深さ〈登録) 1. 44 m 

総トン数 19トン

試運電最大速力 14.4ノット

航海速力 13. 1ノット

航続距離 350海里

燃料タンク 3， 500 o 
清水タ Y ク 1，300 o 
活魚倉 2， 000 o 
最大搭載人員 10名

〈船員 4名，調査員 6名)

資 格 小型第一種漁船

漁船登録番号 TY  2 -100 

【調査結果登載印刷物等】

流向流速計

バイオテレメトリー装置

科学計量魚群探知機

水中カラーテレビ装置

トロールウインチ(2台〉

ギャロース

恒温活魚槽

カラーネットレコーダー

DSB送受信機

船舶電話

富山県栽培漁業等調査船建造仕様魯 昭和 62年 7月 富山県

富山県栽培漁業調査はやっき 昭和63年 3月 富山県(パンフレット〉
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1．職員の現員数
S、63.3.31現在

－７８－

（）内事務取扱内数

s、63.3.31現在
2．職員の配置

【昭和62年度職員．予算等の概要】

課名 職名 氏名 備考

庶務課

場長

次長

課長（事務取扱）

主 任

技士
〃

原武史

藤川憲一

(藤川憲一）

立川京子

川岸信儀

北篠雄也

漁業資源課

長

任研究員

究員
〃

〃

山丸船長
〃 機関長

〃主任研究員
〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 研究員

〃業務技師

〃技術員
〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

課
主
研
立

奈倉昇

土井捷三郎

辻谷三郎

林清志

内山勇

浜岡繁雄

姫野隆幸

金谷鶴作

相川栄松

中島信行

田中孝世

新川文夫

新夕寅信

大橋一夫

大坪裕之

西浦富幸

三箇修成

沢井一彦

島倉清弘

区分 庶務 漁業資源課 立山丸 水産増殖課 Iまやつき

場 長

次長

課長

船長・機関長

主 任

主任研究員・研究員

技・単労

１

１
１
１
１
２

１ １

５

２
５
７

１
６ ２
１

計 5(1) ６ １４ ７ ３

合 計 ３５(1)，



3．昭和６２年度予算

－７９－

事 業名 予算額 備考

水産試験場費

漁業指導調査船立山丸経常費

漁況海況予報事業費

沿岸漁況観測事業費

沖合漁場開発調査費

富山湾固有種生態調査費

200カイリ水域内漁業資源調査委託事業費

魚卵稚仔量調査委託事業費

富山湾深海生物調査研究費

漁場環境調査船はやつき経常経費

さけ．ます増殖調査費

降海性ます類増殖調査研究費

放流技術開発調査費

新栽培漁業対象種開発研究費

温排水利用養魚技術.試験費

富山湾漁場環境調査費

魚病対策費

はやつき代船調査建造費

淡水取水施設改修工事費

１１，５９５千円

４２，５３５

２，０６２

３，０１５

５，６７８

６，４１８

１，２７０

１，６１５

６，２５０

５，４６８

９，０００

１６，０４６

６，７１２

４，３４６

３０２

１，０３６

２，４８８

８５，８３９

９．８６５

１

千円

１，０３１

２，０５４

１，２７０

１，６１５

１，４５０

４,５００

８．０２３

３，３５６

５７６

補
補
委
委
委
補
補
補
補

計 ３２１，５４０ ２３，８７５

総 務費

公害防止費

水産業振興費

漁業調整費

農業改良普及費

6，８２６

１，５８７

３，２７２

１，４９０

５，１９８

計 １８，３７３

課名 氏名 備考

水産増殖課

課 長

主任研究員

〃

研究員

″
〃

〃

Iまやつき船長

〃 研究員

〃 業務技師

高松賢二郎

萩原祥信

宮崎統五

小谷口正樹

若林洋

若林信一

渡辺健

関東雄

油谷外喜雄

谷井富造


